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京阪電車＆京阪バス
「鉄道・バス乗り継ぎエコ・キャンペーン」

京阪電気鉄道株式会社は、開業 100 周年を記念して、グループ会社である京阪バス株式会社と共
同で「鉄道・バス乗り継ぎエコ・キャンペーン」を実施する。
キャンペーンは、期間中の土・日・祝休日に、IC カード「e-kenet　PiTaPa」を使って京阪電車
と京阪バスを乗り継いで乗車する毎に、運賃の中から京阪グループが 10 円を積み立て、その積み
立て総額を沿線自治体の緑化活動を通じて社会に還元するというもの。
公共交通を利用するだけで、マイカー抑制による環境負荷軽減につながり、さらには沿線の緑化
活動にも貢献できる――京阪電車・京阪バスでは、電車とバスを乗り継ぐだけの「カンタンでちょっ
と楽しいエコ活動」として、利用者の協力を呼びかけている。

MINTETSU
NEWS

キャンペーン期間：	 平成22年3月1日（月）～8月31日（火）

対　　 象　 　日：	 期間中の土曜・日曜・祝休日

対 象 エ リ ア ：	 	京阪電車（男山ケーブル・大津線を除く）、京阪バス（交野営業所・門真支所・
	 香里団地支所・寝屋川支所・枚方営業所・男山営業所・高槻支所・京田辺支所管内の各路線）

http://www.keihan.co.jp
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みんてつだより

「鉄道・バス乗り継ぎエコ・キャンペーン」
基調報告�　　鉄道の未来学

大阪・都市再生における
阪神なんば線開業の意義と効果
●大阪府立大学 21世紀科学研究機構 教授　橋爪紳也

連載�　　地方民鉄紀行

秩父鉄道
連載�　　リレーエッセイ

「駅の匂い、土地の香り」
●作家　恩田　陸

連載�　　鉄道と映画

「夜の大捜査線」
●財団法人運輸政策研究機構 会長　羽生次郎

連載�　　大正・昭和の鳥瞰図絵師　吉田初三郎の世界

長野電鉄沿線御案内
●首都大学東京非常勤講師　藤本一美

路面電車、復権。
公共交通中心のまちづくりに一役

●近畿日本鉄道株式会社 鉄道事業本部 企画統括部計画部長　江川武史
●近畿日本鉄道株式会社 不動産事業本部副本部長 ターミナル開発事業本部副本部長
　執行役員　赤坂秀則

三宮へ、奈良へ。

●南海電気鉄道株式会社 取締役 執行役員
　経営政策室副室長 難波街づくり推進室副室長　福本滋治

難波の街を育てる。

●近畿大学 入学センター事務長　世耕石弘
●武庫川女子大学 入試センター庶務課課長　上畑康秀
●株式会社よしもとクリエイティブ・エージェンシー
　興行開発センター 大阪劇場営業セクションサブリーダー 天野伸二
●株式会社髙島屋 広報 ･IR 室 広報担当課長 富岡  誠

それぞれの新線効果。

小学生新聞コンクール表彰式を開催

阪神なんば線を
関西経済の活性化に
寄与する路線に。

特集／阪神なんば線と開業効果
［まちの賑わいと広域ネットワークによる関西活性化］

●阪神電気鉄道株式会社 代表取締役社長　坂井 信也

TOP INTERVIEW

◎日本民営鉄道協会とは？
昭和 42 年に社団法人として設立され、72社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、もって国民経
済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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大
阪
の
東
西
の
都
市
軸
を
形
成

阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業
か
ら
１
年
が
経
過

し
た
。
こ
の
新
線
の
開
通
は
、
大
阪
と
い
う

都
市
の
発
展
に
と
っ
て
、
非
常
に
大
き
い
意

義
を
持
っ
て
い
る
。
ま
ず
何
よ
り
も
先
に
言

え
る
の
は
、
こ
の
路
線
が
通
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
大
阪
の
都
市
軸
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

従
来
、
大
阪
の
都
市
軸
は
南
北
方
向
に
貫

か
れ
て
お
り
、
東
西
方
向
は
脆
弱
だ
っ
た
。

例
え
ば
、
大
阪
在
住
で
は
な
い
人
に
、
大

阪
の
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
を
描
い
て
も
ら
う
と
、

最
初
に
南
北
方
向
の
地
下
鉄
御
堂
筋
線
を
描

き
、Ｊ
Ｒ
の
環
状
線
を
加
え
て
、梅
田
、難
波
、

天
王
寺
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
入
れ
て
い
く
、
と

い
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
拠
点
が

縦
に
連
な
る
の
が
大
阪
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
関

西
の
玄
関
口
も
、
北
に
新
幹
線
の
新
大
阪
駅

を
置
き
、
南
に
関
西
空
港
を
描
く
。
大
阪
に

お
い
て
は
、
東
西
方
向
に
広
が
る
イ
メ
ー
ジ

が
全
く
な
か
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
平
成
20
年
10
月
開
業
の
京
阪
電

鉄
・
中
之
島
線
に
続
い
て
、
昨
年
3
月
に
阪

神
な
ん
ば
線
が
開
業
し
た
。
決
し
て
長
い
路

線
で
は
な
い
が
東
西
を
走
る
鉄
道
が
相
次
い

で
開
業
し
た
こ
と
で
、
大
阪
都
心
部
に
お
け

る
東
西
方
向
の
連
絡
が
密
に
な
っ
た
。
こ
れ

ま
で
、
南
北
縦
軸
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
た

大
阪
に
、
東
西
に
広
が
る
横
軸
が
生
ま
れ
た

と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
大
阪
と
い
う
都

市
の
発
展
の
新
た
な
可
能
性
の
開
花
に
つ
な

が
る
。

阪
神
な
ん
ば
線
は
、
阪
神
電
鉄
の
尼
崎
駅

と
大
阪
の
西
九
条
駅
を
結
ん
で
い
た
西
大
阪

線
を
東
へ
３
・
４
㎞
延
伸
し
、
難
波
と
結
ん

で
誕
生
し
た
路
線
だ
。
西
九
条
駅
か
ら
新
駅

３
つ
を
通
っ
て
大
阪
ミ
ナ
ミ
の
中
心
・
難
波

に
結
ぶ
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
阪
都
心
部
に
お

け
る
東
西
軸
が
誕
生
し
、
利
便
性
が
格
段

に
向
上
し
た
。
そ
し
て
阪
神
と
近
鉄
の
相
互

直
通
運
転
に
よ
り
、
神
戸
・
難
波
・
奈
良
の

３
つ
の
都
市
を
結
ぶ
、
広
域
な
東
西
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
誕
生
し
た
。
1
府
２
県
を
貫
く
東

西
軸
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

阪
神
な
ん
ば
線
が
定
着
す
れ
ば
、
大
阪
都

心
部
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
東
西
の
広
が
り
が
加

え
ら
れ
て
い
く
は
ず
だ
。
さ
ら
に
は
難
波
が

あ
り
尼
崎
が
あ
り
、
神
戸
、
奈
良
が
あ
る
と

い
う
よ
う
に
、
東
西
に
広
が
る
関
西
圏
が
容

易
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

わ
が
沿
線
と
新
た
な
沿
線
文
化

も
と
も
と
大
阪
で
は
、
昭
和
初
期
に
つ
く

ら
れ
た
日
本
初
の
公
営
地
下
鉄
で
あ
る
大
阪

市
営
地
下
鉄
が
他
社
と
の
相
互
乗
り
入
れ
は

し
な
い
と
い
う
こ
と
を
大
原
則
に
、
路
線
網

の
整
備
を
進
め
て
き
た
。
梅
田
と
心
斎
橋
、

あ
る
い
は
梅
田
と
難
波
と
い
う
よ
う
に
、
各

タ
ー
ミ
ナ
ル
間
は
市
営
地
下
鉄
が
結
ぶ
。

こ
れ
に
対
し
、
郊
外
か
ら
都
心
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
乗
り
入
れ
る
民
鉄
各
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
沿
線
開
発
に
力
を
注
い
で
き
た
。
宅
地
開

発
や
商
業
地
な
ど
の
開
発
を
通
し
て
、
自
社

線
ら
し
い
、
あ
る
い
は
自
社
線
特
有
の
郊
外

大阪・都市再生における
阪神なんば線開業の意義と効果

大阪府立大学
21 世紀科学研究機構 教授

橋爪紳也
Shinya HASHIZUME
京都大学工学部建築学科卒、京都大学大学院工学研究科修士課程修了（建
築学専攻）、大阪大学大学院工学研究科博士課程修了（環境工学専攻）。
大阪市立大学大学院助教授を経て現職。大阪府立大学観光産業戦略研究
所長、大阪市立大学都市研究プラザ特任教授。このほか大阪府特別顧問
政策アドバイザーなど公職多数兼務。「明治の迷宮都市」「大阪モダン」
ら著書多数。

2009 年３月20日に開業した阪神なんば線。
近鉄との相互直通運転で神戸－奈良を結ぶ。
新たに誕生した鉄道ネットワークの可能性、

「大阪」という都市、「関西」エリアにおける
その役割と効果について考察する。
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文
化
を
長
い
時
間
を
か
け
て
醸
成
し
て
き
た
。

阪
神
も
、
阪
神
間
に
工
業
地
帯
が
形
成
さ

れ
て
い
く
中
で
、
非
常
に
重
要
な
交
通
手
段

と
し
て
発
展
し
て
き
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
鉄
道
会
社
が
、
そ
う
し
た
独
自

の
歴
史
的
な
背
景
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
の

が
、
こ
の
地
の
大
き
な
特
徴
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、

沿
線
住
民
や
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
鉄
道
に
対
す
る
思
い
が
非
常
に
強
い
。

「
わ
が
沿
線
」、
す
な
わ
ち
自
分
た
ち
の
ホ
ー

ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
る
電
車
に
強
い
愛
着
を

持
っ
て
い
る
。

阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業
で
、
阪
神
と
近
鉄

が
つ
な
が
り
、
難
波
で
阪
神
、
南
海
の
乗
り

換
え
が
可
能
に
な
っ
た
。
各
々
個
性
的
な
沿

線
文
化
を
有
す
る
３
つ
の
路
線
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
沿
線
に
出
か

け
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
行

き
交
う
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
に
は
な
か
っ

た
交
流
が
始
ま
っ
た
の
だ
。

こ
れ
ま
で
、
阪
神
間
の
人
々
に
と
っ
て
、

東
大
阪
や
奈
良
は
遠
い
場
所
で
あ
り
、
土
地

勘
も
な
か
っ
た
。
逆
に
、
奈
良
や
近
鉄
沿
線

の
人
に
と
っ
て
阪
神
間
は
、「
梅
田
の
向
こ
う

の
遠
い
場
所
」
で
あ
り
、距
離
感
が
あ
っ
た
。

し
か
し
一
本
で
つ
な
が
り
、
時
間
的
な
距
離

と
感
覚
的
な
距
離
が
圧
縮
さ
れ
る
こ
と
で
、

行
こ
う
と
思
え
ば
い
つ
で
も
行
け
る
、
わ
が

沿
線
の
延
長
線
上
に
あ
る
身
近
な
場
所
に
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
が
重
な
り
合
う
こ
と
で
、

新
た
な
個
性
が
生
ま
れ
る
。
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
が
、
こ
の
人
と
情
報
の
交
流
で
ど

の
よ
う
な
沿
線
文
化
が
新
た
に
誕
生
す
る
の

か
、
大
い
に
注
目
し
た
い
。

都
市
と
沿
線
の
ブ
ラ
ン
ド
化

私
は
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
を
、
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
と
し
て
広
く
展
開
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
主
張
し
て
き
た
。
大
阪
に
お
い
て
は
、

そ
の
一
つ
の
方
法
が
「
水
都
大
阪
」
の
再
生

だ
。
平
成
20
年
に
橋
下
大
阪
府
知
事
の
特

別
顧
問
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
任
命
さ
れ
て
以

降
、
水
都
・
景
観
分
野

に
お
け
る
提
言
を
行
っ

て
き
た
。
ハ
ー
ド
の
整

備
だ
け
で
は
な
く
、
ソ

フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意

義
を
主
張
し
て
い
る
。

代
表
的
な
具
体
策
に
、

中
之
島
周
辺
の
橋
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
や
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ

る
夜
景
づ
く
り
が
挙
げ

ら
れ
る
。
従
来
で
き
な

か
っ
た
河
川
景
観
の
整

備
を
、
民
間
活
力
の
導

入
と
規
制
緩
和
に
よ
っ

て
実
現
し
、
水
辺
に
賑

わ
い
を
創
出
し
た
。
多

く
の
市
民
が
大
阪
の
夜

景
の
美
し
さ
を
体
感
し

た
。
こ
れ
を
契
機
に
、

新
た
な
河
川
空
間
の
利
用
モ
デ
ル
を
大
阪
か

ら
今
後
も
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。経

済
や
観
光
面
な
ど
で
一
時
疲
弊
し
て
い

た
大
阪
が
、
都
市
と
し
て
再
生
し
て
い
く
に

は
、
こ
う
し
た
「
名
所
」
を
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。「
名
所
」

と
は
、
そ
の
場
に
足
を
運
ぶ
と
、
歴
史
や
文

化
を
感
じ
る
物
語
が
あ
り
、
市
民
が
「
わ
が

街
の
誇
り
」
と
思
い
、
外
部
の
人
に
と
っ
て

は
憧
れ
の
場
所
と
な
る
こ
と
だ
。
国
内
外
の

歴
史
都
市
は
、
人
々
の
生
活
や
営
み
の
積
み

重
ね
が
、
印
象
深
い
街
並
み
の
個
性
を
つ
く

り
出
し
て
い
る
。

か
つ
て
の
大
阪
は
、
創
造
性
に
あ
ふ
れ
た

文
化
に
満
ち
て
い
た
。
大
正
時
代
か
ら
昭
和

初
期
、
大
阪
は
当
時
、
世
界
の
最
先
端
の

都
市
を
見
て
、
自
ら
の
都
市
基
盤
を
整
え

た
。
公
共
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
建
て
ら

れ
た
中
之
島
周
辺
、
地
下
鉄
を
整
備
し
た
道

路
上
に
市
民
の
受
益
負
担
で
イ
チ
ョ
ウ
を
植

え
た
美
し
い
御
堂
筋
。
幹
線
と
な
る
道
路
や
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鉄
道
の
整
備
と
同
時
に
、
都
市
計
画
さ
れ
た

運
河
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
形
成
し
た
。
市
民

か
ら
寄
付
を
集
め
て
整
備
し
た
大
阪
城
の
天

守
閣
は
、
画
期
的
な
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

も
あ
っ
た
。
競
争
力
の
あ
る
都
市
づ
く
り
を
、

創
意
工
夫
で
短
期
間
に
や
り
遂
げ
た
。
当
時

の
人
た
ち
は
「
大
大
阪
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、

自
分
た
ち
の
街
を
誇
り
に
思
い
、
世
界
的
な

都
市
に
し
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
と
活
力
が

あ
っ
た
。

当
時
と
今
日
で
は
、
社
会
が
大
き
く
変
わ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
も
変
わ
っ
て
い
る
。

し
か
し
大
阪
の
先
取
性
が
充
分
に
活
か
さ
れ

て
い
る
か
と
言
え
ば
、
そ
う
と
は
思
え
な
い
。

都
市
再
生
と
い
う
と
、
ビ
ル
が
建
つ
、
百

貨
店
が
で
き
る
、
鉄
道
を
敷
く
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、

自
分
た
ち
の
街
を
誇
り
に
思
う
気
持
ち
、
市

民
の
気
持
ち
が
「
わ
が
街
」
に
向
か
な
い
と

本
当
の
都
市
再
生
に
な
ら
な
い
。
大
阪
の
人

間
は
よ
く
自
虐
的
に
「
大
阪
に
は
見
る
と
こ

ろ
が
な
い
。
京
都
や
奈
良
に
行
け
」
と
言
う

が
、
そ
う
し
た
意
識
を
ま
ず
は
変
え
る
べ
き

だ
ろ
う
。

創
意
工
夫
に
長
け
、
伸
び
や
か
な
精
神
を

持
つ
大
阪
ら
し
さ
を
積
極
的
に
活
か
し
、
住

民
が
自
分
の
暮
ら
し
て
い
る
場
所
を
誇
れ
る

街
、
そ
し
て
全
国
、
世
界
の
街
か
ら
も
う
ら

や
ま
し
が
ら
れ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
都
市
に

し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、
都
市
と
し
て

の
「
物
語
」
を
強
く
打
ち
出
し
、
独
自
の
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
る
。
大
阪
に
は
先
人
が
残
し
て

く
れ
た
歴
史
が
、
掘
り
起
こ
せ
ば
た
く
さ
ん

現
存
す
る
。
そ
れ
ら
を
再
発
見
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
す
。
私
た
ち
が
生
き
る
今
の

時
代
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
次
の
世
代
へ

つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

同
様
に
、
鉄
道
も
沿
線
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
阪
神
な
ん
ば

線
が
開
業
す
る
前
に
、
私
も
工
事
現
場
を
訪

問
、
線
路
が
敷
設
さ
れ
る
前
の
高
架
線
や
ト

ン
ネ
ル
を
歩
か
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

西
九
条
駅
か
ら
安
治
川
を
渡
り
、
ト
ン
ネ
ル

に
入
っ
て
地
下
駅
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
西

九
条
駅
界
隈
は
戦
前
、
近
代
化
の
波
に
よ
っ

て
大
阪
の
工
場
が
増
え
て
い
く
中
、
工
場
で

働
く
人
々
の
た
め
の
住
宅
地
と
し
て
形
成
さ

れ
た
場
所
で
あ
る
。
当
時
は
見
渡
す
限
り
長

屋
の
甍い

ら
か

の
海
が
広
が
り
、
そ
の
向
こ
う
に
は

林
立
す
る
工
場
の
煙
突
が
見
え
て
い
た
。　

平
成
の
現
在
で
は
も
ち
ろ
ん
様
変
わ
り
は

し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
親
し
み
や
す
い
商

店
が
あ
り
、
古
き
よ
き
戦
前
の
大
阪
の
雰
囲

気
が
ま
だ
残
り
、
独
特
の
情
緒
が
あ
る
。｢
物

語｣

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。　

そ
う
い
っ
た
景
色
を
見
な
が
ら
、
安
治
川

橋
梁
を
渡
り
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
地
下
ト

ン
ネ
ル
に
入
っ
て
い
く
。
九
条
駅
を
過
ぎ
、

ド
ー
ム
前
駅
で
改
札
口
を
出
て
地
上
に
上
が

る
と
、独
特
な
デ
ザ
イ
ン
の
巨
大
な
大
阪
ド
ー

ム
が
目
の
前
に
出
現
す
る
。
タ
イ
ム
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
出
た
か
の
よ
う
に
、
目
の
前
の
風

景
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。

ド
ー
ム
前
駅
は
、
野
球
や
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
、
極
論
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
訪
れ
る
理

由
の
あ
る
場
所
だ
。
し
か
し
、
西
九
条
駅
や

九
条
駅
周
辺
は
、
そ
こ
で
生
活
す
る
人
た
ち

の
街
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
外
部
者
が
わ
ざ
わ

ざ
訪
れ
る
街
で
は
な
か
っ
た
。　

そ
れ
が
阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業
を
契
機

に
、
人
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

こ
の
地
域
に
こ
れ
ま
で
縁
の
な
か
っ
た
人
た

ち
が
訪
れ
、
駅
界
隈
の
光
景
を
目
に
し
て
、

親
し
み
や
す
い
商
店
街
の
記
憶
を
呼
び
戻
す

な
ど
、街
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
き
っ

と
あ
る
は
ず
だ
。

実
際
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
の
間
に
、
大
阪
市

内
に
あ
っ
て
も
福
島
や
空
堀
な
ど
の
い
く
つ

か
の
地
区
で
は
、
戦
災
を
免
れ
た
古
い
建
物

や
長
屋
が
残
る
街
の
良
さ
が
再
発
見
さ
れ
、

新
た
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
カ
フ
ェ
や
ブ

テ
ィ
ッ
ク
が
で
き
、
若
い
人
た
ち
が
集
ま
る

よ
う
に
な
っ
た
。
街
並
み
に
昭
和
の
雰
囲
気

が
色
濃
く
残
る
西
九
条
や
九
条
な
ど
の
西
大

阪
エ
リ
ア
も
、
若
い
人
た
ち
が
魅
力
を
感
じ

て
、
新
し
い
感
覚
の
店
を
出
す
よ
う
に
な
れ

ば
、
印
象
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。
若
者

が
集
ま
る
エ
リ
ア
に
変
貌
す
る
可
能
性
を
大

き
く
秘
め
て
い
る
。

東
西
軸
が
弱
か
っ
た
た
め
に
、
大
阪
人
に

と
っ
て
も
、
西
側
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
は
弱
い
。

「
水
都
大
阪
」
と
は
、「
水
路
と
海
路
の
大
阪
」

だ
っ
た
。
か
つ
て
大
阪
人
の
眼
差
し
は
水
路

と
海
路
が
つ
な
が
る
西
へ
向
い
て
い
た
の
だ
。

こ
の
地
域
特
性
を
前
面
に
出
し
て
、
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

阪
神
な
ん
ば
線
が
開
業
す
る
ま
で
は
、
こ

の
沿
線
は
西
大
阪
線
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

難
波
へ
の
乗
り
入
れ
に
際
し
て
、
阪
神
な
ん

ば
線
と
名
称
を
変
更
し
た
。
こ
れ
も
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
一
つ
だ
が
、
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
新
た
な
沿
線
の
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
こ
の

点
は
今
後
に
期
待
し
て
い
る
。

個
性
を
発
揮
す
る
駅
前
づ
く
り

も
う
ひ
と
つ
、「
駅
」
に
つ
い
て
も
言
及
し

た
い
。
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
の
意
義

は
、
単
に
人
々
の
移
動
の
利
便
性
向
上
だ
け

に
あ
る
の
で
は
な
い
。
鉄
道
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
駅
は
、

そ
の
界
隈
の
顔
と
な
る
存
在
で
あ
り
、
賑
わ

い
の
拠
点
と
な
る
べ
き
も
の
だ
。
鉄
道
事
業

者
が
駅
を
中
心
に
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
連
鎖

し
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
鉄
道
事
業
者
だ
け
で

実
現
す
る
の
は
難
し
い
と
思
う
が
、
行
政
や

地
権
者
、
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
携
で
、

魅
力
的
な
界
隈
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
る
。

わ
れ
わ
れ
大
阪
の
人
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
駅
に
個
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
大
き
な
視
野
に
立
っ
て
見
て
み
る
と
、

実
は
そ
れ
ほ
ど
個
性
豊
か
な
「
顔
」
で
は
な

く
、
駅
前
に
は
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
風
景
が

広
が
っ
て
い
る
。
特
に
地
下
に
新
線
が
つ
く

ら
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
改
札
へ
の
出
入

り
口
は
あ
る
も
の
の
、「
駅
前
」
す
ら
存
在
し

な
い
。
こ
れ
で
は
駅
は
、
賑
わ
い
の
拠
点
ど
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こ
ろ
で
は
な
く
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
単
な

る
通
過
点
で
し
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

敢
え
て
苦
言
を
呈
す
る
な
ら
ば
、
鉄
道
事

業
者
に
は
、
単
な
る
交
通
結
節
点
と
し
て
の

駅
で
は
な
い
、
人
が
溜
ま
り
、
個
性
を
発
揮

し
て
い
く
よ
う
な
駅
の
界
隈
づ
く
り
を
期
待

し
た
い
と
思
う
。

例
え
ば
、
大
学
が
近
く
に
あ
る
な
ら
、
学

生
街
と
ま
で
は
発
展
し
な
く
と
も
、
多
く
の

学
生
が
乗
降
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
駅
づ
く
り
に

生
か
す
。
駅
前
広
場
に
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
つ
く
る
。
街
の
特
色
を
で
き

る
だ
け
生
か
す
こ
と
を
望
み
た
い
。

賑
わ
い
づ
く
り
の
工
夫
を
行
い
、
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
連
携
に
よ
っ
て
、「
個
性
を
持
っ

た
駅
」「
街
の
顔
と
な
る
駅
」
を
実
現
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

集
客
へ
の
共
同
で
戦
略
を
練
る

「
わ
が
街
」「
わ
が
沿
線
」
の
活
性
化
を
望

む
の
な
ら
、
集
客
の
ニ
ー
ズ
を
こ
れ
ま
で
よ

り
も
広
域
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
人
口
減

少
に
よ
っ
て
、
沿
線
住
民
だ
け
が
、「
わ
が
街
」

「
わ
が
沿
線
」
の
担
い
手
で
は
な
く
、
多
く

の
人
に
支
え
て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
に
考
え

る
視
点
が
大
切
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
街
を
訪
れ
、
電
車
に
乗

る
。
そ
の
目
的
は
可
能
な
限
り
多
い
方
が
い

い
。
阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業
に
よ
っ
て
、
阪

神
間
の
人
が
奈
良
を
訪
れ
る
。
奈
良
の
人
が

神
戸
に
遊
び
に
行
く
。
そ
の
途
中
で
難
波
に

立
ち
寄
る
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を
喚
起
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
が
集
ま
る
よ
う
な
面

白
い
場
所
、
物
、
店
、
新
し
い
仕
事
を
増
や

し
て
い
く
。
小
さ
く
て
も
良
い
、
面
白
い
個

性
的
な
拠
点
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
新
し
い
来
街
者
が
増
え
る
。
こ
う
し
た

視
点
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
規
模
な
開

発
で
は
な
く
て
も
、
地
域
か
ら
の
都
市
再
生

は
可
能
に
な
る
。

難
波
が
集
客
都
市
と
し
て
成
長
す
る
た
め

に
も
、
大
阪
さ
ら
に
は
神
戸
・
奈
良
を
含
む

関
西
圏
が
活
力
を
得
る
た
め
に
も
、
鉄
道
事

業
者
は
、
沿
線
の
魅
力
を
向
上
す
る
共
同
戦

線
を
張
る
べ
き
で
あ
る
。

阪
神
な
ん
ば
線
開
業
の
際
に
は
、
阪
神
と

近
鉄
が
相
互
の
駅
に
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
や
チ

ラ
シ
を
設
置
し
た
り
、
阪
神
と
南
海
が
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
な
ど
、

共
同
の
宣
伝
活
動
が
従
来
よ
り
も
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
で
、
沿
線

住
民
は
「
遠
い
場
所
」
を
身
近
に
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
効
果
は
大
き
い
。

互
い
の
沿
線
文
化
が
異
な
っ
て
い
て
も
、

必
ず
そ
こ
に
は
共
通
項
が
存
在
す
る
。
難
波

か
ら
東
側
に
行
く
近
鉄
沿
線
に
も
、
西
側
に

行
く
阪
神
沿
線
に
も
大
学
が
多
い
。
す
る
と
、

互
い
の
沿
線
へ
の
受
験
生
も
多
く
な
る
。
若

い
人
た
ち
が
難
波
を
超
え
て
動
き
始
め
る
。

ま
た
、世
界
遺
産
で
は
、奈
良
と
姫
路
城
（
阪

神
電
鉄
と
山
陽
電
鉄
が
相
直
）
が
鉄
道
で
つ

な
が
る
。
阪
神
沿
線
に
は
灘
五
郷
が
あ
り
、

奈
良
に
も
酒
蔵
が
あ
る
。

新
線
開
業
を
き
っ
か
け
に
、
異
な
る
沿
線

同
士
が
互
い
の
共
通
項
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
で
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
。
人
の
交
流
を

生
み
出
し
、
ミ
ナ
ミ
と
い
う
巨
大
な
繁
華
街

も
背
景
と
な
っ
て
、
新
た
な
文
化
と
な
っ
て

い
く
。
鉄
道
事
業
者
ご
と
の
沿
線
文
化
か
ら
、

３
社
に
よ
る
広
域
エ
リ
ア
の
新
し
い
沿
線
文

化
を
育
て
る
試
み
が
必
要
だ
。
ま
た
、
各
事

業
者
内
に
お
い
て
も
、
運
輸
部
門
と
土
地
開

発
部
門
な
ど
、
異
な
る
事
業
に
携
わ
る
部
門

同
士
の
さ
ら
な
る
連
携
が
必
要
に
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
位
置
付
け
を
目
指
す

現
在
、
大
阪
で
は
、
梅
田
の
北
ヤ
ー
ド
開

発
が
進
み
、
難
波
で
は
「
再
生
」
を
打
ち
出

し
た
ま
ち
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
上
本
町
や
阿

倍
野
で
も
開
発
が
進
み
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

都
市
開
発
で
大
事
な
こ
と
は
、
全
体
を
繋
ぎ

な
が
ら
、
総
合
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と

だ
。
個
別
事
業
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
も
、

街
が
い
か
に
魅
力
的
に
変
わ
る
の
か
を
示
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
は
な
い

総
合
的
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
具
体
化
し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、大
阪
は
都
市
と
し
て
、グ
ロ
ー

バ
ル
な
都
市
間
競
争
や
国
際
的
な
都
市

連
携
の
視
点
に
欠
け
る
部
分
が
、
東
京

に
比
較
し
て
ま
だ
多
く
、
ア
ジ
ア
の
中

で
ど
の
よ
う
な
存
在
感
を
示
す
か
と
い

う
議
論
に
は
な
か
な
か
至
ら
な
い
。
例

え
ば
、
関
西
の
国
際
会
議
場
の
ニ
ー
ズ

は
ア
ジ
ア
の
中
で
、
急
激
な
成
長
を
果

た
し
つ
つ
あ
る
中
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

に
、
こ
れ
ま
で
の
優
位
性
を
奪
わ
れ
つ
つ
あ

る
。
そ
こ
で
、
今
年
５
月
に
開
幕
す
る
上
海

万
博
に
大
阪
は
「
都
市
」
と
し
て
出
展
し
、

環
境
へ
の
取
り
組
み
や
水
都
大
阪
な
ど
の
魅

力
を
世
界
に
向
け
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

世
界
、
ア
ジ
ア
の
中
で
の
大
阪
を
印
象
付
け

て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

20
世
紀
は
ど
の
都
市
も
近
代
化
を
目
指
す

「
都
市
化
の
時
代
」
だ
っ
た
が
、
21
世
紀
は

「
都
市
の
時
代
」だ
。各
都
市
が
競
合
し
つ
つ
、

自
ら
の
得
意
分
野
を
伸
ば
し
て
個
性
を
際
立

た
せ
て
い
く
。
大
阪
も
独
自
の
個
性
を
打
ち

出
し
、都
市
と
し
て
の
再
生
・
活
性
化
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業
に
よ
り
、
大
阪
・

関
西
圏
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
充
し

た
。
す
で
に
人
と
情
報
の
交
流
と
い
う
一
義

的
な
効
果
は
出
始
め
て
い
る
。
こ
の
新
た
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
大
阪
と
い
う
都
市
の
再

生
と
活
性
化
の
道
筋
を
支
え
、
さ
ら
に
は
牽

引
し
て
い
く
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を

大
い
に
期
待
し
た
い
。

基調報告 33
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阪神なんば線が開業して 1年を迎える。
旧西大阪線の西九条駅から大阪難波駅まで約 3.4㎞の延伸で誕生、
阪神と近鉄、関西地区で初めての大手民鉄同士の相互直通運転により、
難波を経由して神戸と奈良を最速 76 分で結ぶ。
また、新設された 3 駅はそれぞれ既存路線と連絡、
大阪都心部の鉄道ネットワークの拡充と広域ネットワークの形成で、
関西圏の活性化に対する貢献が高く評価されている。
阪神電気鉄道株式会社の坂井信也社長に、
阪神なんば線開業 1年を迎えて、
その整備効果と今後の抱負についてお話しいただいた。

取材◉茶木　環（ジャーナリスト）撮影◉織本知之　写真提供◉阪神電気鉄道株式会社

阪神電気鉄道株式会社 代表取締役社長

坂井 信也
Shinya SAKAI

阪神なんば線を
関西経済の活性化に
寄与する路線に。

TOP
INTERVIEW

阪神なんば線と開業効果
［まちの賑わいと広域ネットワークによる関西活性化］

特集：
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阪
神
な
ん
ば
線
開
業
１
周
年
を
迎
え
て

―
―
開
業
前
か
ら
、
そ
の
整
備
効
果
が
大
い

に
期
待
さ
れ
て
い
た
阪
神
な
ん
ば
線
で
す
が
、

開
業
1
年
を
迎
え
ら
れ
た
現
在
の
状
況
か
ら

お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

坂
井　

昨
年
の
3
月
20
日
の
開
業
以
来
、
こ

れ
ま
で
大
き
な
事
故
も
な
く
、
多
く
の
お
客

さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
順
調
な
ス
タ
ー

ト
を
切
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
昨
年
４
月
か
ら
11
月
末
ま
で
の
阪
神
な

ん
ば
線
の
利
用
者
数
は
、
1
日
当
た
り
平
均

約
５
万
８
０
０
０
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
初
年
度
目
標
値
の
約
87
％
に
相
当
し
ま

す
。
ま
た
、
阪
神
な
ん
ば
線
が
開
業
し
た
こ

と
に
よ
る
「
増
収
効
果
」
に
つ
い
て
は
、
11

月
末
現
在
で
初
年
度
目
標
を
約
12
％
上
回
る

と
い
う
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
増

収
効
果
」
が
初
年
度
目
標
を
上
回
っ
て
い
る

の
は
、
神
戸
と
難
波
、
あ
る
い
は
奈
良
方
面

と
長
い
距
離
を
移
動
さ
れ
る
、い
わ
ゆ
る
「
足

の
長
い
」
お
客
さ
ま
の
ご
利
用
が
多
い
か
ら

だ
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

―
―
神
戸
・
難
波
・
奈
良
が
乗
り
換
え
な
し

で
結
ば
れ
て
い
る
の
は
、
利
用
客
に
と
っ
て

大
き
な
魅
力
で
す
。

坂
井　

こ
れ
ま
で
観
光
需
要
の
割
合
が
少
な

か
っ
た
当
社
沿
線
に
、
新
た
な
人
の
流
動
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
観
光
旅
客
の
誘
致
に
つ
い

て
は
、
開
業
前
か
ら
神
戸
・
難
波
・
奈
良
が

つ
な
が
る
こ
と
や
、
難
波
・
奈
良
の
魅
力
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
Ｐ
Ｒ

や
企
画
乗
車
券
の
発
売
に
つ
い
て
は
、
近
鉄

か
ら
も
大
き
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

週
末
や
祝
日
は
特
に
観
光
目
的
の
お
客
さ

ま
が
多
い
の
で
す
が
、
神
戸
か
ら
奈
良
へ
向

か
う
お
客
さ
ま
と
、
奈
良
か
ら
神
戸
へ
向
か

う
お
客
さ
ま
、
双
方
か
ら
同
じ
よ
う
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

―
―
通
勤
・
通
学
の
利
便
性
も
高
ま
り
ま
し

た
。

坂
井　

通
勤
利
用
に
つ
い
て
は
、
開
業
前
か

ら
数
十
社
に
お
よ
ぶ
沿
線
の
企
業
を
訪
問
し

た
り
、
数
千
も
の
企
業
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

を
お
送
り
す
る
な
ど
し
て
、
阪
神
な
ん
ば
線

を
利
用
し
た
定
期
の
利
便
性
や
お
得
感
な
ど

を
ご
案
内
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ

て
、
定
期
比
率
も
徐
々
に
上
が
っ
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
阪
神
沿
線
・
近
鉄
沿
線
に
は
大
学

や
私
立
の
中
学
・
高
校
が
多
い
の
で
す
が
、

阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業
で
沿
線
の
学
校
の

通
学
エ
リ
ア
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。
奈

良
や
大
阪
東
部
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
阪

神
間
の
学
校
に
通
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
し
、

逆
に
、
阪
神
間
か
ら
奈
良
や
大
阪
の
学
校
に

行
き
や
す
く
な
っ
た
―
―
阪
神
な
ん
ば
線
の

起
点
と
な
る
尼
崎
駅
や
そ
の
他
の
駅
で
も
、

こ
れ
ま
で
見
か
け
た
こ
と
が
な
い
制
服
の
学

生
さ
ん
を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
通
学
エ
リ
ア
が
広
が
っ
た
の
だ
な
と
、

私
自
身
、
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

れ
は
、
こ
れ
か
ら
進
学
す
る
学
生
の
選
択
肢

が
増
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

開
業
前
に
は
、
当
社
や
近
鉄
沿
線
の
20
校

以
上
の
大
学
を
訪
問
し
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
が
、
学
校
に
と
っ
て
も
通
学
の
利
便
性
向

上
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
か
ら
、
学

生
に
向
け
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

通
学
定
期
も
、
当
社
の
既
存
線
と
比
べ
、

占
め
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

半
世
紀
を
経
て
実
現
し
た
阪
神
な
ん
ば
線

―
―
そ
れ
で
は
、
阪
神
な
ん
ば
線
誕
生
ま
で

の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
、
お
話
し
を
う
か

が
わ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

坂
井　

阪
神
な
ん
ば
線
の
計
画
は
、
戦
後
ま

も
な
い
時
期
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

当
時
、
関
西
の
民
鉄
各
社
は
そ
れ
ぞ
れ
路

線
延
長
の
計
画
を
持
っ
て
お
り
、
当
社
も
昭

和
21
年
ご
ろ
、
千
鳥
橋

－

難
波
間
の
特
許
を

申
請
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
近
い
将
来
見
込

ま
れ
る
尼
崎

－

梅
田
間
の
輸
送
力
不
足
に
対

す
る
対
策
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
阪
西
南
部

お
よ
び
南
海
沿
線
と
阪
神
沿
線
の
連
絡
を
ね

ら
っ
た
計
画
で
し
た
。

同
様
に
近
鉄
も
、
上
本
町
六
丁
目

－

難
波

間
の
路
線
延
長
を
申
請
し
て
お
り
、
当
社
と

近
鉄
と
の
間
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
を
難

波
で
連
絡
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

当
社
は
そ
の
第
１
期
工
事
と
し
て
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
っ
た
昭
和
39
年
に
千
鳥
橋

－

西
九
条
間
を
開
業
し
、
昭
和
42
年
に
第
2

期
工
事
と
し
て
西
九
条

－

九
条
間
に
着
手
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
着
工
直
後
に
一
部
の
地

元
の
方
と
の
補
償
協
議
が
決
裂
し
、
結
果
、

2009 年 3 月 20 日に開業した阪神なんば線。
三宮駅でテープカットする坂井社長（写真中央）。

三
宮

御
　影

元
　町

魚
　崎

芦
　屋

今
　津

野
　田甲

子
園

近
鉄
日
本
橋

大
阪
上
本
町

鶴
　橋

生
　駒

大
和
西
大
寺

近
鉄
奈
良

尼
　崎

西
九
条

桜
　川

ド
ー
ム
前

九
　条

大
阪
難
波

梅
　田ポ

ー
ト
ラ
イ
ナ
ー

六
甲
ラ
イ
ナ
ー

阪
急
今
津
線

地
下
鉄

御
堂
筋
線

JRゆめ咲線

地下鉄
長堀鶴見緑地線

大阪線

橿
原
線

京
都
線

けいはんな線

近鉄奈良線

阪神本線

阪神なんば線

南大阪線

南大阪線

地下鉄
千日前線

地
下
鉄

四
つ
橋
線

地下鉄中央線

JR大阪環状線

南
海
高
野
線

南
海
本
線

布
　施

大
阪
阿
部
野
橋

汐
見
橋

難
　波

阪神なんば線と開業効果
［まちの賑わいと広域ネットワークによる関西活性化］

特集：
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や
む
を
得
ず
工
事
の
中
断
に
至
っ
た
の
で
す
。

一
方
、
近
鉄
は
、
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ

た
昭
和
45
年
、
上
本
町
六
丁
目

－

難
波
間
を

開
業
し
ま
し
た
。

私
が
当
社
に
入
社
し
た
の
は
昭
和
45
年
で

す
が
、
そ
の
頃
、
延
長
線
建
設
事
務
所
と
い

う
セ
ク
シ
ョ
ン
は
あ
り
ま
し
た
が
工
事
は
中

断
さ
れ
て
い
て
、
再
開
の
動
き
は
な
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
尼
崎

－

梅
田
間
は
車
両
の
大
型

化
な
ど
で
輸
送
力
が
増
強
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

当
初
の
西
九
条

－

難
波
間
を
バ
イ
パ
ス
と
し

て
整
備
す
る
と
い
う
目
的
自
体
が
薄
れ
て
い

ま
し
た
し
、
建
設
費
の
高
騰
や
沿
線
需
要
の

低
迷
な
ど
も
あ
っ
て
事
業
性
が
確
保
で
き
ず
、

工
事
再
開
が
で
き
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
の

で
す
。

そ
の
後
は
、
大
阪
市
会
に
お
い
て
整
備
促

進
を
求
め
る
質
疑
が
再
三
な
さ
れ
た
り
、
平

成
元
年
の
運
輸
政
策
審
議
会
答
申
第
10
号
に

お
い
て
は
重
要
な
路
線
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
る
な
ど
、
整
備
に
対
す
る
社
会
的
な
要
請

が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
延
伸
ル
ー

ト
に
当
た
る
岩
崎
橋
地
区
に
大
阪
ド
ー
ム
が

開
業
す
る
な
ど
、
沿
線
活
性
化
へ
の
期
待
も

大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
主
な
整

備
効
果
で
あ
る
、
都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
充
と
広
域
的
な
鉄
道
利
用
の
促
進
等
が

認
め
ら
れ
、
平
成
13
年
度
の
政
府
予
算
案
に

お
い
て
地
下
高
速
鉄
道
整
備
事
業
費
補
助
の

適
用
が
新
規
で
盛
り
込
ま
れ
、
事
業
が
再
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

―
―
実
に
30
数
年
ぶ
り
の
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
と
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

坂
井　

え
え
。
建
設
延
長
は
3
・
4
㎞
で
、

中
間
に
九
条
駅
、
ド
ー
ム
前
駅
、
桜
川
駅

の
3
駅
を
新
設
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が

地
下
鉄
な
ど
の
既
存
路
線
と
接
続
し
て
い
ま

す
。
ド
ー
ム
前
駅
、
桜
川
駅
に
お
い
て
は
乗

り
換
え
の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
地

下
通
路
を
設
け
ま
し
た
。
近
鉄
と
の
相
互
直

通
運
転
が
注
目
さ
れ
る
阪
神
な
ん
ば
線
で
す

が
、
西
九
条
と
難
波
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
い
わ
ゆ
る
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
解
消

さ
れ
、
大
阪
市
内
の
東
西
軸
が
形
成
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
新
設
さ
れ
た
３
駅
を
介
し
て

大
阪
都
心
部
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
大
き

く
向
上
し
、
非
常
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
近
鉄
と
阪
神
三
宮
駅
・
近
鉄

奈
良
駅
間
の
相
互
直
通
運
転
を
行
う
た
め
、

幹
線
鉄
道
等
活
性
化
事
業
費
補
助
（
乗
継
円

滑
化
）
を
受
け
て
本
線
・
西
大
阪
線
の
接
続

駅
で
あ
る
尼
崎
駅
の
大
改
良
も
行
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
積
み
重

ね
た
結
果
、
計
画
で
想
定
さ
れ
た
整
備
効
果

に
つ
い
て
は
、
概
ね
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

約
半
世
紀
の
時
を
経
て
昨
年
3
月
20
日
、

開
業
し
た
阪
神
な
ん
ば
線
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
先
輩
の
取
り
組
み
や
現
場
の
社
員
の
苦

労
を
思
う
と
、
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
開
通
記
念
祝
賀
会
に
は
、
1
期
事

業
と
し
て
千
鳥
橋

－

西
九
条
間
が
開
業
し
、

２
期
で
あ
る
九
条
延
伸
に
着
手
し
て
い
た
、

昭
和
39
年
当
時
に
か
か
わ
っ
た
先
輩
を
数
名

で
す
が
お
招
き
し
ま
し
た
。
大
変
喜
ん
で
く

だ
さ
り
、
私
た
ち
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
大

切
に
育
て
、
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き

継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
気
持
ち

を
新
た
に
し
ま
し
た
。
工
事
が
完
成
し
て
終

わ
り
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
安
全
・
安
心

は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
お
客
さ
ま
の
声
に

謙
虚
に
耳
を
傾
け
、
さ
ら
に
利
便
性
を
高
め

て
い
く
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
西
で
は
初
の
「
大
手
民
鉄
同
士
の
相
直
」

―
―
近
鉄
と
の
相
互
直
通
運
転
は
、
関
西
で

は
初
の
大
手
民
鉄
同
士
の
相
直
と
な
り
ま
す

が
、
実
現
に
至
る
ま
で
の
ご
苦
労
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
ま
す
か
。

坂
井　

ひ
と
く
ち
に
相
互
直
通
運
転
と
言
い

ま
し
て
も
、
ダ
イ
ヤ
、
車
両
の
規
格
、
乗
務

員
の
研
修
、
連
絡
運
賃
の
分
配
な
ど
、
膨
大

な
調
整
が
伴
い
ま
す
。

特
に
当
社
と
近
鉄
は
在
阪
の
中
で
も
き
わ

め
て
特
徴
的
な
会
社
同
士
で
、
当
社
は
駅
間

が
短
く
都
市
部
を
き
め
細
か
く
結
ぶ
通
勤
路

線
で
す
が
、
近
鉄
は
通
勤
路
線
で
あ
る
と
と

も
に
観
光
路
線
の
性
格
を
有
し
、
特
急
電
車

の
運
行
な
ど
中
長
距
離
輸
送
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。「
安
全
・
安
心
」
と
い
う
交
通
事

業
者
の
使
命
は
同
じ
で
も
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
具
体
的
な
運
用
や
取
り
扱
い
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
背
景
と
し
た
独
自
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。

お
互
い
が
培
っ
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
う
ま
く
活
か
し
、
従
来
か
ら
の
取
り
扱

い
に
混
乱
を
招
か
な
い
よ
う
な
仕
組
み
に
す

る
た
め
に
知
恵
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
車
両

❶日本鉄道賞受賞を祝す
記念ヘッドマークをつけた
9000 系。
❷ 2009 年 10 月 14 日 に
行われた第 8 回日本鉄道賞
表彰式で表彰を受ける坂井
社長。

❶

❷
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に
つ
い
て
は
、
互
い
に
異
な
る
運
転
保
安
機

器
を
共
に
装
備
し
、
で
き
る
だ
け
双
方
の
現

状
を
活
か
せ
る
よ
う
に
考
え
た
上
で
乗
務
員

の
負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
車
両
の
編
成
車
両
数
は
、
当
社
の

6
両
に
対
し
、
近
鉄
は
6
・
８
・
10
両
編
成

で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
尼
崎
駅
で
車
両

の
連
結
・
解
放
作
業
を
行
う
こ
と
に
し
、
尼

崎
駅
以
西
は
６
両
編
成
で
運
行
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
こ
の
連
結
・
解
放
作
業
も
、
当

社
で
は
そ
れ
ま
で
行
う
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
近
鉄
を
は
じ
め
各
社
の
作
業
を
参
考
に

し
て
手
順
を
定
め
、
開

業
前
に
必
要
な
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
お
客
さ

ま
を
お
待
た
せ
す
る
時

間
を
短
く
し
、
安
全
・

確
実
に
作
業
を
行
う

―
―
訓
練
当
初
は
慣
れ

な
い
作
業
で
ど
う
し
て

も
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
が
、

徐
々
に
訓
練
の
成
果
も

あ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ダ
イ
ヤ
に

つ
い
て
も
列
車
種
別
や

運
行
区
間
、
停
車
駅
、

列
車
間
隔
や
編
成
車
両

数
な
ど
、
多
様
な
要
素

に
つ
い
て
の
調
整
が
必

要
で
し
た
。
近
鉄
は
も

と
よ
り
、
神
戸
地
区
で

乗
り
入
れ
運
転
を
し
て

い
る
山
陽
電
気
鉄
道
、

神
戸
高
速
鉄
道
の
協
力

を
得
て
、
ダ
イ
ヤ
を
完

成
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
多
方
面
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な

調
整
の
結
果
、三
宮

－

大
阪
難
波
間
を
最
速

38
分
、三
宮

－

近
鉄
奈
良
間
を
最
速
76
分
で

乗
り
換
え
な
し
で
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。

―
―
相
互
直
通
運
転
実
現
の
陰
に
は
、
そ
う

し
た
調
整
の
一
つ
一
つ
に
鉄
道
事
業
者
さ
ん

の
地
道
な
努
力
が
あ
る
の
で
す
ね
。

坂
井　

あ
く
ま
で
も
安
全
・
安
心
を
前
提
と

し
て
、
お
互
い
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
摺す

り

合
わ
せ
、
緻
密
に
「
利
便
性
」
を
形
づ
く
っ

て
い
く
姿
勢
が
必
要
だ
と
考
え
、
そ
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
近
鉄
と
は
、
齟

齬
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
常
に
よ
く
話
し
合

い
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
開
業
以
来
、
順
調
に

推
移
し
て
お
り
、
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
安
堵
と
感
謝

の
気
持
ち
を
持
た
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

利
用
客
は
〝
利
便
性
の
向
上
〟
に

高
い
評
価

―
―
阪
神
な
ん
ば
線
を
ご
利
用
の
お
客
さ
ま

や
沿
線
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
評

価
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

坂
井　

開
業
後
に
、
阪
神
な
ん
ば
線
の
認
知

度
や
利
用
動
向
な
ど
を
調
査
す
る
目
的
で
当

社
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
乗
り
換

え
が
な
く
な
り
便
利
に
な
っ
た
」「
通
勤
時
間

が
短
縮
で
き
た
」
と
い
っ
た
、
利
便
性
の
向

上
に
関
す
る
ご
感
想
を
多
数
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
夏
の
高
校
野
球
大
会
開
催

時
に
は
、
奈
良
や
和
歌
山
、
さ
ら
に
は
名
古

屋
方
面
か
ら
阪
神
甲
子
園
球
場
の
最
寄
り
駅

で
あ
る
甲
子
園
駅
ま
で
、
阪
神
な
ん
ば
線
を

ご
利
用
い
た
だ
い
て
出
場
校
の
応
援
に
お
出

で
に
な
る
お
客
さ
ま
を
た
く
さ
ん
お
見
受
け
し

ま
し
た
。

甲
子
園
球
場
で
は
昨
年
の
７
月
、
プ
ロ
野

球
開
催
時
に
、
阪
神
電
車
を
ご
利
用
い
た
だ

い
た
お
客
さ
ま
が
ど
の
方
面
か
ら
お
越
し
か

を
調
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
よ
れ
ば
、
大
阪
方
面
か
ら
お
越
し
の
お

客
さ
ま
の
約
25
％
が
阪
神
な
ん
ば
線
を
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
奈
良
方
面
の
近
鉄
沿
線

の
お
客
さ
ま
だ
け
で
は
な
く
、
南
海
沿
線
の

お
客
さ
ま
も
多
い
よ
う
で
、
大
阪
の
東
や
南

の
エ
リ
ア
か
ら
お
越
し
い
た
だ
き
や
す
く
な
っ

た
よ
う
で
す
。

高
校
野
球
大
会
開
催
時
に
は
、
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
は
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
で
試
合
を
行

い
ま
す
が
、
ド
ー
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
大
変
良

く
な
り
、
多
く
の
お
客
さ
ま
が
応
援
に
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
７
月

に
開
催
さ
れ
た
神
戸
最
大
の
祭
典
で
あ
る「
神

戸
ま
つ
り
」
で
も
、
玄
関
口
と
な
る
阪
神
三

宮
駅
の
乗
降
人
員
が
、
例
年
の
土
休
日
平
均

に
比
べ
約
24
％
増
加
し
ま
し
た
。
阪
神
な
ん

ば
線
の
開
業
で
、
難
波
を
経
由
し
て
神
戸
ま

つ
り
に
来
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う

と
推
測
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
例
え
ば
奈
良
に
お
住
ま
い

の
お
客
さ
ま
か
ら
「
神
戸
に
嫁
い
だ
娘
に
会

い
に
行
き
や
す
く
な
っ
た
」、
あ
る
い
は
神
戸

ドーム前駅を発車する1000 系。

阪神なんば線と開業効果
［まちの賑わいと広域ネットワークによる関西活性化］

特集：
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の
お
客
さ
ま
か
ら
「
奈
良
か
ら
神
戸
に
越
し

て
き
た
が
、
奈
良
の
友
人
に
会
い
た
く
な
っ

た
ら
す
ぐ
に
会
い
に
行
け
る
」
と
い
っ
た
よ

う
に
、
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
や
友
人
と
の
絆

が
深
ま
っ
た
と
い
う
心
あ
た
た
ま
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
し
、
野
球
フ
ァ
ン

か
ら
は
「
タ
イ
ガ
ー
ス
の
応
援
に
行
き
や
す

く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
嬉
し
い
声
も
た
く
さ

ん
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―
―
鉄
道
が
つ
な
が
っ
て
、
心
理
的
な
「
あ

そ
こ
は
遠
い
」
と
い
う
の
が
な
く
な
っ
た
の

で
す
ね
。

坂
井　

そ
の
通
り
で
す
。「
電
車
に
乗
れ
ば

す
ぐ
行
け
る
」
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
乗
り

換
え
れ
ば
行
け
る
と
い
う

の
と
、
乗
っ
て
座
っ
て
い

れ
ば
着
く
と
い
う
の
で
は
、

心
理
的
な
負
担
が
全
然
違

い
ま
す
。

種
々
の
調
査
結
果
を
見

た
り
、
お
客
さ
ま
の
声
を

お
聞
き
し
て
い
る
と
、
阪

神
な
ん
ば
線
を
う
ま
く
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
の

が
よ
く
分
か
り
、
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

第
８
回
日
本
鉄
道
賞
を

受
賞

―
―
阪
神
な
ん
ば
線
は

「
第
８
回
日
本
鉄
道
賞
」

や
「
大
阪
活
力
グ
ラ
ン
プ

リ
２
０
０
９
」
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
関
西

圏
の
活
性
化
や
利
便
性
向
上
へ
の
貢
献
が
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

坂
井　

阪
神
な
ん
ば
線
が
こ
う
し
た
栄
え
あ

る
賞
を
い
た
だ
け
ま
し
た
の
も
、
こ
れ
ま
で
、

こ
の
事
業
に
関
係
し
た
皆
さ
ま
の
お
力
添
え

が
あ
っ
て
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発

す
る
世
界
的
な
経
済
不
況
が
長
引
き
、
暗
い

話
題
が
多
い
な
か
、
当
社
に
と
っ
て
は
大
変

喜
ば
し
く
明
る
い
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

「
第
８
回
日
本
鉄
道
賞
」
は
、
難
波
を
経

由
し
て
神
戸
と
奈
良
を
１
本
の
レ
ー
ル
で
結

ん
だ
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
、
3
つ

の
新
駅
と
既
存
線
の
接
続
に
よ
る
大
阪
都
心

部
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
充
す
る
な
ど
、

関
西
圏
の
活
性
化
や
利
便
性
向
上
へ
の
貢
献

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
か
ら
贈
ら
れ
る
「
大
阪

活
力
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
０
９
」
も
、
阪
神
な

ん
ば
線
が
神
戸

－

奈
良
間
に
新
し
い
人
の
交

流
を
つ
く
り
、
大
阪
に
活
力
を
与
え
た
と
の

評
価
を
い
た
だ
き
受
賞
し
ま
し
た
。

当
社
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
わ
ず
か
３
・
４

㎞
の
鉄
道
整
備
と
相
互
直
通
運
転
で
、
こ
れ

ほ
ど
の
新
し
い
人
の
交
流
を
つ
く
り
出
せ
た

こ
と
に
正
直
、
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

れ
ら
の
名
誉
あ
る
受
賞
を
励
み
に
、
今
後
も

こ
の
阪
神
な
ん
ば
線
の
発
展
の
た
め
に
、
精

一
杯
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
お
こ
が
ま
し
い
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
阪
神
な
ん
ば
線
が
少
し
で
も
関
西
を
元

気
づ
け
ら
れ
る
き
か
っ
け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
甲
子
園
球
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
キ
ッ

ザ
ニ
ア
甲
子
園
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
、
阪
神
な

ん
ば
線
開
業
に
合
わ
せ
て
沿
線
の
整
備
や
開

発
も
進
ん
で
い
ま
す
。
沿
線
の
魅
力
が
ま
す

ま
す
向
上
し
ま
す
ね
。

坂
井　

阪
神
な
ん
ば
線
開
業
の
翌
日
、
３
月

21
日
か
ら
選
抜
高
校
野
球
大
会
が
始
ま
り
ま

し
た
が
、
会
場
と
な
っ
た
阪
神
甲
子
園
球
場

は
平
成
20
年
の
秋
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
球

場
本
体
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
Ⅱ
期
工
事
が
完
了

し
た
ば
か
り
で
し
た
。
今
年
の
３
月
に
は
、

80
年
以
上
に
わ
た
る
球
場
の
歴
史
と
、
球
場

を
舞
台
と
し
て
数
々
の
ド
ラ
マ
を
生
ん
で
き

た
春
・
夏
の
高
校
野
球
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

の
歴
史
を
伝
え
る
「
甲
子
園
歴
史
館
」
が
外

野
ス
タ
ン
ド
下
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
業
直
後
の
昨
年
3
月
27
日
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
職
業
体
験
を
通
じ
て
社
会
の

仕
組
み
な
ど
を
学
ぶ
「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
甲
子
園
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
当
社
も
世
界
初
と

な
る
「
電
車
」
パ
ビ
リ
オ
ン
を
出
展
し
て
い
ま

す
が
、
運
転
士
や
車
掌
の
仕
事
を
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
で
体
験
で
き
る
と
あ
っ
て
、
大
変

な
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。
鉄
道
の
安
全
運

行
が
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か
、
運

転
士
と
車
掌
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
大
切
さ
な

ど
を
学
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

当
社
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
魅
力
あ
る

リニューアル工事が完了し、新しく生まれ変わった阪神甲子園球場。

子どもたちの人気を集める、
世界初の「電車」パビリオン。
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施
設
が
で
き
る
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
沿
線
の

交
流
人
口
が
増
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
鉄

道
の
機
能
と
し
て
通
勤
・
通
学
だ
け
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
野
球
フ
ァ
ン
の
大
人

た
ち
、
ご
年
配
の
方
々
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

楽
し
み
方
で
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
阪
神
間
は
住
宅
地
と
し
て
も
人
気

が
高
い
エ
リ
ア
で
す
が
、
阪
神
な
ん
ば
線
の

開
業
で
阪
神
間
か
ら
の
通
勤
・
通
学
エ
リ
ア

が
一
層
広
が
る
こ
と
で
阪
神
間
の
人
気
が
ま

す
ま
す
高
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
定
住
人
口
も
今

後
増
加
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

3
つ
の
街
の
個
性
を
再
発
見
す
る
路
線
に

―
―
他
の
鉄
道
事
業
者
と
の
連
携
を
積
極
的

に
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
や
ね
ら
い
な
ど
に
つ
い
て
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

坂
井　

相
互
直
通
運
転
を
開
始
し
た
近
鉄
と

の
連
携
だ
け
で
は
な
く
、
大
阪
南
部
や
和
歌

山
方
面
か
ら
阪
神
間
へ
の
玄
関
口
で
も
あ
る

難
波
で
連
絡
す
る
こ
と
に
な
っ
た
南
海
と
も

連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

両
社
と
は
沿
線
情
報
紙
を
利
用
し
た
り
、
ポ

ス
タ
ー
の
相
互
掲
出
を
す
る
な
ど
し
て
、
互

い
に
沿
線
の
魅
力
を
紹
介
し
合
い
、
交
流
人

口
の
増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
。

近
鉄
と
は
、
奈
良
へ
の
観
光
利
用
促
進
の

た
め
に
「
奈
良
・
斑
鳩
1
ｄ
ａ
ｙ
チ
ケ
ッ
ト
」

を
、神
戸
へ
の
観
光
利
用
促
進
の
た
め
に
「
神

戸
観
光
1
ｄ
ａ
ｙ
ク
ー
ポ
ン
」
を
互
い
に
発

売
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
奈
良
・
斑
鳩
1
ｄ

ａ
ｙ
チ
ケ
ッ
ト
」
は
、
阪
神
な
ん
ば
線
が
開

業
す
る
前
か
ら
発
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
開

業
後
は
、
そ
の
売
上
枚
数
が
約
9
倍
に
な
る

な
ど
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
は
「
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
」
と

い
う
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
奈
良
の
観
光
情
報
を
お
客
さ
ま
に

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
加
え
、同
時
に
神
戸
の

魅
力
も
積
極
的
に
発
信
し
て
、交
流
人
口
の

増
加
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
こ
れ
ま
で
の
通
勤
路
線
と
し
て
の
役
割

に
加
え
、
観
光
路
線
と
し
て
の
役
割
も
大
き

く
な
っ
て
い
る
、
そ
の
あ
た
り
も
踏
ま
え
、

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま
す
か
。

坂
井　

当
社
は
こ
れ
ま
で
通
勤
路
線
と
し
て

の
役
割
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
阪
神
な

ん
ば
線
開
業
後
は
、
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た

よ
う
に
、
観
光
用
の
企
画
乗
車
券
「
奈
良
・

斑
鳩
1
ｄ
ａ
ｙ
チ
ケ
ッ
ト
」
が
大
き
く
売
上

枚
数
を
伸
ば
す
な
ど
、
難
波
や
奈
良
へ
お
出

か
け
に
な
ら
れ
る
「
足
の
長
い
」
お
客
さ
ま

が
増
え
て
お
り
、
新
た
に
「
観
光
路
線
」
と

し
て
の
役
割
も
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

神
戸
・
難
波
・
奈
良
の
３
つ
の
街
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
異
な
る
歴
史
・
文
化
を
持
っ
て
お

り
、
非
常
に
個
性
的
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
は
ダ
イ
レ
ク
ト
に
行
き
来
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
お
客
さ
ま
は
、

3
つ
の
街
の
個
性
の
違
い
と
い
う
も
の
を
あ

ま
り
身
近
に
、
ま
た
意
識
し
て
感
じ
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

阪
神
な
ん
ば
線
が
開
業
し
、
こ
の
3
つ
の

街
が
１
本
の
レ
ー
ル
で
つ
な
が
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
街
の
個
性
が
際
立
ち
、

お
客
さ
ま
ご
自
身
が
興
味
を
持
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
街
に
お
出
か
け
に
な
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
を
考
え
ま
す
と
、
阪
神
な
ん

ば
線
は
3
つ
の
街
の
個
性
、
す
な
わ
ち
そ
の

地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
や
風
物
、
街
の
雰

囲
気
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
、
気
軽
に
、

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
路
線
で
あ
り
、「
街

を
再
発
見
す
る
路
線
」
で
あ
る
と
も
言
え
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私

ど
も
で
は
「
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ロ
ー
ド
」
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、
今
後
、
沿

線
の
お
客
さ
ま
が
い
ろ
い
ろ
な
「
ド
ラ
マ
」
を

探
し
に
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
観
光

情
報
を
発
信
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
関
西
の
地
が
不
案
内
な
旅
行
者
に
と
っ

て
も
３
つ
の
街
を
迷
わ
ず
観
光
で
き
ま
す
。

と
て
も
便
利
で
心
強
い
路
線
で
す
。

坂
井　

阪
神
間
に
は
、
住

吉
川
、
芦
屋
川
、
夙
川
、

武
庫
川
な
ど
の
河
川
の
景

観
や
六
甲
山
な
ど
の
自
然

が
あ
り
ま
す
し
、
西
宮
郷

な
ど
の
酒
蔵
群
、
兵
庫
県

立
美
術
館
や
大
谷
記
念
美

術
館
な
ど
の
文
化
施
設
な

ど
、
地
域
ご
と
に
特
徴
的

な
風
物
や
施
設
が
連
続
的

に
存
在
し
て
い
ま
す
。
日

常
的
に
目
に
し
て
い
る
地

元
の
人
に
と
っ
て
は
珍
し
く
な
い
こ
れ
ら
の

風
景
や
建
物
も
、
離
れ
た
街
の
人
に
と
っ
て

は
、
街
を
歩
く
目
的
物
と
な
り
、
実
際
に
見

て
体
験
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
感
動
や
発
見

が
あ
り
ま
す
。

当
社
沿
線
に
は
そ
う
し
た
魅
力
的
な
ス

ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
近
鉄
沿
線
に
も
、
南
海
沿
線

に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
元
に
お
住
ま

い
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
な
ど
も
活
用
し
な

が
ら
沿
線
の
観
光
情
報
を
細
や
か
に
す
く
い

上
げ
、
各
社
で
情
報
提
供
し
合
う
、
あ
る
い

は
連
携
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
越
し

い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、

阪
神
な
ん
ば
線
の
ご
利
用
は
順
調
に
推
移
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
安
全
で
快
適

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
力
し
、
関
西
経
済

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
路
線
に
育
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

阪神なんば線と開業効果
［まちの賑わいと広域ネットワークによる関西活性化］

特集：
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神戸・難波・奈良、つながる――
開業１年を迎えて、阪神なんば線効果が現れ始めている。
新たな人の流れが生まれ、街や地域が活気づく。
阪神なんば線と相互直通運転（相直）でつながった近鉄も、
難波の街の再生に取り組む南海も、
そうした変化をくみ取りながら、企業努力を重ねている。
鉄道事業者、そして沿線の大学や企業、商業施設。
それぞれの阪神なんば線効果とその取り組みを探ってみたい。

阪神なんば線効果を

探る。
難
波

阪神なんば線と開業効果
［まちの賑わいと広域ネットワークによる関西活性化］

特集：

取材・文◉茶木　環（ジャーナリスト）撮影◉織本知之　
写真提供◎近畿日本鉄道株式会社・南海電気鉄道株式会社
奈良写真提供／奈良市観光協会　神戸写真提供／神戸国際観光コンベンション協会

REPORT



15 MINTETSU SPRING 2010

相
直
で
フ
ィ
ー
ル
ド
が
拡
大

三
宮
駅
の
ホ
ー
ム
に
近
鉄
の
快
速
急
行
が

入
線
す
る
。
大
阪
と
奈
良
の
府
県
境
を
阪
神

電
車
が
走
る
―
―
そ
れ
は
、
誰
に
と
っ
て
も
、

驚
き
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
光
景
だ
っ

た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
相
直
開
始
か
ら
１
年

が
経
過
し
て
、
そ
う
し
た
場
面
も
利
用
者
に

と
っ
て
は
日
常
的
に
目
に
す
る
慣
れ
親
し
ん

だ
も
の
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
利
便

性
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

奈
良

－

三
宮
が
最
速
76
分
。
阪
神
な
ん
ば

線
と
の
相
直
で
乗
り
換
え
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、
近
鉄
電
車
の
利
用
客
か
ら
も
「
通
勤

時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
た
」「
近
鉄
沿
線
の

会
社
に
勤
務
し
て
い
る
が
、
阪
神
沿
線
に
営

業
に
出
か
け
る
機
会
が
増
え
た
」
な
ど
、
便

利
さ
を
実
感
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

近
鉄
の
大
阪
難
波
駅
の
２
０
０
９
年
度
上

期
降
車
人
数
（
定
期
外
）
は
、
前
年
度
同
期

比
21
・
３
％
増
。
近
鉄
奈
良
駅
は
３
・
７
％

の
増
加
と
な
っ
た
。
近
鉄
線
全
線
で
輸
送
人

員
が
３
・
２
％
減
少
す
る
中
で
の
奈
良
線
の

利
用
者
増
は
、
阪
神
な
ん
ば
線
と
の
相
直
の

影
響
が
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
同
期
の
増
収
は
５
億
５
０
０
０
万
円
、

通
期
で
は
10
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

近
鉄
は
、
大
阪
・
京
都
・
奈
良
・
三
重
・

愛
知
の
２
府
３
県
に
営
業
キ
ロ
５
０
８
㎞
と

民
鉄
最
長
の
路
線
網
を
有
し
、
相
直
に
関
し

て
は
、阪
神
な
ん
ば
線
を
含
め
て
３
線
で
行
っ

て
い
る
。　

昭
和
61
年
に
は
、
近
鉄
東
大
阪
線
（
現
・

け
い
は
ん
な
線
）
が
大
阪
市
営
地
下
鉄
中
央

線
と
生
駒
駅

－

大
阪
港
駅
間
で
、
63
年
に
は

近
鉄
京
都
線
が
京
都
市
営
地
下
鉄
烏
丸
線
と

新
田
辺
駅

－

北
大
路
駅
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
相

互
乗
り
入
れ
を
開
始
し
た
。

「
東
大
阪
線
は
、
当
時
、
奈
良
線
の
輸
送

力
が
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

長
田

－

生
駒
間
に
つ
く
っ
た
新
線
。
長
田
で

地
下
鉄
中
央
線
と
結
ん
で
、
奈
良
線
の
複
々

線
化
機
能
を
持
た
せ
て
輸
送
力
を
増
強
す
る

と
と
も
に
、
生
駒
と
当
時
の
大
阪
港
を
結
ぶ

新
し
い
独
立
し
た
都
市
鉄
道
を
整
備
し
よ
う

と
い
う
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
京
都
の
場
合
は
、

当
社
線
を
京
都
駅
か
ら
京
都
市
北
部
ま
で
延

伸
す
る
構
想
が
あ
っ
た
が
、
京
都
市
交
通
局

の
地
下
鉄
線
整
備
が
決
ま
り
、
竹
田
駅
で
相

直
す
る
形
で
こ
の
構
想
が
実
現
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
相
直
は
ど
ち
ら
も
、

交
通
局
を
介
し
て
当
社
線
が
都
心
部
に
乗
り

入
れ
る
と
い
う
意
味
合
い
が
大
き
か
っ
た
」

と
近
鉄
の
鉄
道
事
業
本
部
・
企
画
統
括
部
の

江
川
武
史
計
画
部
長
は
話
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
今
回
の
阪
神
な
ん
ば
線

と
の
相
直
は
、
関
西
で
は
初
の
民
鉄
同
士
に

よ
る
相
直
と
い
う
こ
と
を
除
い
て
も
、
意
味

合
い
が
異
な
っ
て
い
る
と
江
川
部
長
は
説
明

す
る
。

阪
神
と
近
鉄
は
、
昭
和
27
年
に
、
両
社
線

の
延
伸
と
難
波
で
の
相
互
乗
り
入
れ
、
共
通

の
難
波
駅
創
設
構
想
で
合
意
し
て
い
た
。
近

鉄
は
45
年
に
近
鉄
難
波
駅
を
開
業
し
て
い
る

が
、
今
回
、
阪
神
な
ん
ば
線
の
開
通
で
、
57

年
前
の
合
意
が
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。

「
新
た
に
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
た
の
は
実
際
に

は
３
・
４
㎞
ほ
ど
の
距
離
で
は
あ
る
が
、
大

「大阪難波駅」。近鉄線の案内の下に「阪神線　尼崎　甲子
園　三宮方面」の文字が加わった。

改札口に「近鉄」と「阪神」の文字が並ぶ。

近畿日本鉄道株式会社
鉄道事業本部 企画統括部 計画部長

江川武史
Takeshi EGAWA

阪神なんば線と開業効果
［まちの賑わいと広域ネットワークによる関西活性化］

特集：

阪神なんば線開通に伴う神戸・三宮までの相直を、近鉄は自社の「フィールド拡大」ととらえる。
長い路線を意識した駅名変更、広域で鉄道を楽しんでもらう企画乗車券の販売、

大阪市内での拠点開発――鉄道と街の活性化を図る。

三宮へ、奈良へ。
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阪
都
心
部
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
解
消
さ

れ
、
65
㎞
離
れ
た
奈
良
と
神
戸
が
つ
な
が
っ

た
。
自
社
の
電
車
が
難
波
を
突
き
抜
け
、
神

戸
に
入
っ
て
い
く
。
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
間
で
の
人
や
文
化
の
交
流
が
促

進
さ
れ
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
こ
の

相
直
効
果
は
、
単
に
線
路
が
延
び
た
だ
け
に

は
と
ど
ま
ら
な
い
。
３
つ
の
異
な
る
個
性
の

街
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
・

メ
リ
ッ
ト
、
相
互
乗
り
入
れ

の
影
響
や
効
果
が
及
ぶ
範

囲
は
格
段
に
広
い
。
自
社

の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
大
き
く
広

が
っ
た
と
見
て
い
る
」
と
江

川
部
長
は
語
る
。

阪
神
な
ん
ば
線
開
通
の
タ

イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
、
２

駅
の
駅
名
も
変
更
し
て
い

る
。「
近
鉄
難
波
駅
」
は
「
大

阪
難
波
駅
」に
、「
上
本
町
駅
」

は
「
大
阪
上
本
町
駅
」
に
改

称
し
た
。
奈
良

－

難
波

－

神

戸
を
結
ぶ
1
本
の
路
線
の
中

央
に
位
置
す
る
２
駅
の
駅
名

に
あ
え
て
「
大
阪
」
と
入
れ
、

大
阪
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て

の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
た

の
だ
。

「
阪
神
沿
線
と
近
鉄
沿
線

を
結
ぶ
通
勤
通
学
ル
ー
ト

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
と
と
も
に
、
関
西
を
代

表
す
る
３
つ
の
街
を
つ
な
ぐ

観
光
路
線
と
し
て
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
」

と
江
川
部
長
は
続
け
る
。

鉄
道
の
生
命
線
は
、
交
流
人
口
の
増
加

に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
近
く
て
も
遠
か
っ
た

場
所
が
本
当
に
近
い
場
所
に
な
れ
ば
、
気
軽

に
行
き
来
す
る
需
要
が
生
ま
れ
る
。
土
地
勘

の
な
い
観
光
客
が
と
ま
ど
う
こ
と
な
く
乗
り

降
り
で
き
れ
ば
利
用
に
結
び
つ
く
。
乗
り
換

え
な
し
で
奈
良
か
ら
難
波
、
神
戸
へ
。
阪
神

な
ん
ば
線
開
業
で
誕
生
し
た
、
こ
の
新
た
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
持
つ
意
味
は
大
き
い
。

企
画
乗
車
券
で
関
西
圏
の
鉄
道
利
用
促
進
を

阪
神
・
近
鉄
で
は
、
需
要
拡
大
を
ね
ら
っ

て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画

乗
車
券
を
次
々
と
打
ち
出
し
て
い
る
。

相
互
直
通
運
転
開
始
を
記
念
し
て
、
開

通
直
前
１
カ
月
に
期
間
限
定
で
販
売
し

た
「
阪
神

⇔

近
鉄
お
試
し
チ
ケ
ッ
ト
」（
大
人

１
０
０
０
円
）
は
、
阪
神
全
線
と
近
鉄
奈
良

線
１
日
乗
り
放
題
で
好
評
を
博
し
、
そ
の
第

２
弾
と
し
て
昨
年
５
〜
６
月
に
は
「
お
伊
勢

さ
ん
き
っ
ぷ
」（
大
人
５
０
０
０
円
）
を
販
売

し
た
。
阪
神
全
線
各
駅
お
よ
び
近
鉄
の
大
阪

府
・
京
都
府
・
奈
良
県
内
の
各
駅
か
ら
伊
勢

志
摩
地
区
へ
の
乗
車
券
と
近
鉄
特
急
券
、
三

重
交
通
バ
ス
乗
車
券
、
そ
れ
に
伊
勢
志
摩
の

主
要
観
光
施
設
の
割
引
券
を
セ
ッ
ト
し
た
も

の
だ
。

野
球
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
近
鉄
が
独
自
に
、

近
鉄
電
車
・
阪
神
電

車
の
往
復
割
引
乗
車

券
と
甲
子
園
球
場
の

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
主

催
試
合
の
入
場
券
を

セ
ッ
ト
に
し
た
「
阪

神
甲
子
園
球
場 
タ

イ
ガ
ー
ス
応
援
き
っ

ぷ
」
を
販
売
し
た
。

ま
た
、新
春
に
は
「
近

鉄
沿
線
初
詣
き
っ
ぷ

〝
ゆ
め
も
う
で
〟」
の
シ
リ
ー
ズ
に
、
発
駅
を

阪
神
線
ま
で
拡
大
し
た
「
阪
神
版 

伊
勢
神
宮

初
詣
割
引
き
っ
ぷ
」（
乗
車
券
・
近
鉄
特
急
券
・

記
念
品
な
ど
を
含
み
大
人
５
５
０
０
円
）
を

加
え
、
販
売
。
阪
神
・
近
鉄
両
沿
線
の
初
詣

に
は
「
阪
神・
近
鉄
初
詣
１
ｄ
ａ
ｙ
チ
ケ
ッ
ト
」

（
大
人
１
６
０
０
円
）
を
用
意
し
た
。

さ
ら
に
近
鉄
で
は
、
近
鉄
沿
線
か
ら
神
戸

方
面
へ
の
企
画
乗
車
券
「
ス
ル
ッ
と
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｓ
Ａ
Ｉ
神
戸
観
光
１
ｄ
ａ
ｙ
ク
ー
ポ
ン
（
近

鉄
拡
大
版
）」
を
、
昨
年
４
月
か
ら
販
売
し

て
い
る
。
神
戸
エ
リ
ア
12
社
局
の
電
車
・
バ

ス
1
日
乗
り
放
題
＋
観
光
ク
ー
ポ
ン
に
、
阪

神
電
車
全
線
1
日
乗
り
放
題
、
近
鉄
線
（
大

阪
府
内
・
奈
良
県
内
の
主
要
路
線
）
1
日
乗

り
放
題
を
プ
ラ
ス
し
た
き
っ
ぷ
だ
。

な
か
で
も
今
、
最
も
注
目
を
集
め
て
い
る

の
は
「
奈
良
・
斑
鳩
１
ｄ
ａ
ｙ
チ
ケ
ッ
ト
」

だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
阪
神
を
は
じ
め
と
す
る

京
阪
神
の
鉄
道
事
業
者
８
社
と
大
阪
市
交
通

局
・
京
都
市
交
通
局
で
発
売
し
て
い
る
も
の

で
、
各
社
局
線
の
指
定
区
間
と
近
鉄
電
車
の

阪神尼崎駅。阪神と近鉄の車両が向かい合わせに停車する。

近鉄特急の宣伝がかかる三宮駅。

三宮駅を出発する近鉄の奈良行き快速急行。
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指
定
区
間
・
奈
良
交
通
バ
ス
の
指
定
区
間
１

日
乗
り
放
題
に
、
奈
良
・
斑
鳩
地
域
の
社
寺

や
観
光
施
設
の
優
待
券
が
つ
い
て
い
る
。
平

成
14
年
よ
り
発
売
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
４

月
か
ら
８
月
ま
で
の
売
上
枚
数
は
、
阪
神
な

ん
ば
線
効
果
も
加
わ
り
、
前
年
同
期
間
比
で

９
倍
に
も
上
っ
た
と
い
う
。

阪
神
に
よ
る
と
、
新
線
開
業
後
の
輸
送
人

員
は
目
標
値
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
収

益
は
上
回
る
と
い
う
逆
転
現
象
が
起
き
て
い

る
と
の
こ
と
。
こ
れ
は
、
定
期
利
用
者
以
外

の
〝
電
車
に
乗
っ
て
出
か
け
て
み
よ
う
〟
と

い
う
利
用
客
が
予
想
以
上
に
増
え
て
い
る
裏

付
け
だ
と
言
え
る
。

「
こ
れ
ま
で
、
近
鉄
沿
線
と
阪
神
沿
線
は
近

く
て
遠
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
出

か
け
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
便
利
な
企
画

乗
車
券
を
販
売
し
、
お
客
さ
ま
に
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
〝
近
さ
〟
を
実
感
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
遠
い
と
こ
ろ
へ
、

快
適
な
鉄
道
旅
行
を
よ
り
広
い
区
域
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
関
西
の
鉄
道
全
体
が
盛
り
上
が
っ

て
い
け
ば
」
と
江
川
部
長
は
抱
負
を
語
る
。

今
年
の
元
日
か
ら
、
奈
良
で
は
平
城
遷
都

１
３
０
０
年
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
近

鉄
で
は
、昨
年
12
月
よ
り
、主
力
商
品
の
「
奈

良
世
界
遺
産
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
」
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、「
せ
ん
と
く
ん 

奈
良
世
界
遺
産
フ

リ
ー
き
っ
ぷ
」
の
販
売
を
開
始
し
て
い
る
。

「
奈
良
・
斑
鳩
・
吉
野
エ
リ
ア
」
と
「
奈
良
・

西
の
京
・
斑
鳩
エ
リ
ア
」
の
２
種
類
が
あ
り
、

近
鉄
電
車
往
復
乗
車
券
と
フ
リ
ー
区
間
の
近

鉄
電
車
・
奈
良
交
通
バ
ス
が
自
由
に
乗
降
で

き
る
き
っ
ぷ
を
セ
ッ
ト
に
し
た
も
の
だ
。
ど
ち

ら
も
、
社
寺
な
ど
観
光
施
設
の
割
引
特
典
が

付
い
て
い
る
。

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
に
全
国
各
地
か

ら
訪
れ
る
観
光
客
が
、
こ
う
し
た
企
画
乗
車

券
で
奈
良
を
回
り
、
難
波
、
神
戸
に
足
を
延

ば
す
―
―
今
年
は
、
関
西
を
周
遊
す
る
観
光

客
が
増
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

都
市
の
魅
力
を
高
め
る
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一
方
、
ハ
ー
ド
の
部
分
で
は
、
近
鉄
は
阪

神
な
ん
ば
線
開
業
に
よ
る
乗
降
客
の
大
幅
な

増
加
を
見
越
し
て
、
大
阪
難
波
駅
の
整
備
を

進
め
て
き
た
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
増
改
築

や
改
札
口
の
改
修
、
ト
イ
レ
の
改
修
、
コ
ン

コ
ー
ス
の
整
備
な
ど
を
順
次
実
施
。
駅
構
内

に
は
19
店
舗
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
新

設
さ
れ
、
に
ぎ
や
か
で
明
る
い
雰
囲
気
だ
。

「
当
社
は
大
阪
で
は
大
阪
上
本
町
駅
を
拠

点
に
路
線
を
切
り
開
い
て
き
た
が
、
昭
和
45

年
に
大
阪
難
波
駅
ま
で
延
伸
し
、
ミ
ナ
ミ
に

乗
り
入
れ
た
こ
と
が
成
長
の
大
き
な
原
動
力

と
な
っ
た
。
今
回
も
大
阪
難
波
駅
に
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
導
入
す
る
な
ど
の
整
備
を

行
う
こ
と
で
、
新
た
な
成
長
の
力
と
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
利
用
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

な
が
ら
、
よ
り
魅
力
的
な
駅
の
整
備
と
、
駅

を
中
心
と
す
る
地
域
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
近
鉄
の
赤
坂
秀
則
執
行
役
員（
不

動
産
事
業
本
部
副
本
部
長
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
開

発
事
業
本
部
副
本
部
長
）
は
語
る
。

こ
の
ほ
か
近
鉄
で
は
、大
阪
市
内
の
二
拠
点
で

大
規
模
な
再
開
発
事
業
を
進
め
て
い
る
。

大
阪
難
波
駅
か
ら
近
鉄
難
波
線
で
東

に
２
駅
目
、
大
阪
上
本
町
駅
界
隈
で
は
、

今
年
９
月
開
業
予
定
で
、
駅
南
側
の
近

鉄
劇
場
跡
地
に
複
合
ビ
ル
「
上
本
町
Ｙ

Ｕ
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ａ
（
ユ
フ
ラ
）」
の
建
設
が
進
ん

で
い
る
。
地
下
１
階
、地
上
13
階
建
て
で
、

商
業
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
の
ほ
か
、
大
阪
新

歌
舞
伎
座
が
難
波
か
ら
移
転
す
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
キ
タ（
梅
田
周
辺
）、
ミ
ナ

ミ
（
難
波
周
辺
）
に
続
く
大
阪
第
３
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
あ
る
ア
ベ
ノ
・
天
王
寺
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
進

め
て
い
る
「
阿
部
野
橋
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
タ
ワ
ー

館
（
仮
称
）」
の
建
設
で
、
２
０
１
４
年
春
、

近
鉄
百
貨
店
阿
倍
野
本
店
旧
館
跡
地
に
、
地

下
５
階
、
地
上
60
階
建
て
（
地
上
３
０
０
ｍ
）

の
日
本
一
の
高
層
ビ
ル
が
出
現
す
る
。
百
貨
店

や
ホ
テ
ル
、
オ
フ
ィ
ス
、
美
術
館
な
ど
各
種
都

市
機
能
を
備
え
た
超
高
層
複
合
ビ
ル
は
、
大

阪
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
も
の
だ
。
近

鉄
で
は
、
隣
接
地
で
大
規
模
Ｓ
Ｃ
を
整
備
中
の

東
急
不
動
産
と
共
同
で
、〝W

elcom
ing　

ア
ベ

ノ・天
王
寺
〟
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
。

「
上
本
町
と
阿
倍
野
に
は
、
梅
田
や
難
波
に

は
な
い
魅
力
が
あ
る
。
街
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
商
業
施
設
を
造
る
だ
け
で
は
な
く
、
文

化
拠
点
・
人
々
の
交
流
で
き
る
街
に
し
て
い
き

た
い
」
と
赤
坂
執
行
役
員
は
意
欲
を
見
せ
る
。

異
な
る
個
性
を
持
っ
た
街
が
誕
生
す
る
こ
と

で
、大
阪
は
多
極
構
造
の
奥
深
い
魅
力
を
持
つ

都
市
に
進
化
す
る
。近
鉄
は
、相
直
に
よ
っ
て
得

た
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
に
、

鉄
道
と
街
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

近畿日本鉄道株式会社
不動産事業本部 副本部長
ターミナル開発事業本部 副本部長
執行役員

赤坂秀則
Hidenori AKASAKA

「平城遷都 1300 年祭」の開催で、近鉄では奈良大和路の
アピールを展開。

阪神なんば線と開業効果
［まちの賑わいと広域ネットワークによる関西活性化］

特集：
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タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
再
生
計
画

難
波
の
夜
に
、
美
し
い
ビ
ル
の
姿
が
浮
か

び
上
が
る
。
重
厚
な
コ
リ
ン
ト
様
式
の
建
物

が
、
難
波
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
南
海
ビ
ル
だ
。

現
在
、
キ
タ
で
は
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
北
側
の
24　

、

通
称
・
梅
田
北
ヤ
ー
ド
の
開
発
が
進
捗
し
て

い
る
が
、
ミ
ナ
ミ
で
は
、
こ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
一
帯
の
「
南
海
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
等
再
生

計
画
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
難
波
を
本
拠

地
と
す
る
南
海
が
、
難
波
の
街
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
。

南
海
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
南
側
の
大
阪
球

場
跡
地
に
、「
な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
」
第
１
期
部

分
を
平
成
15
年
に
、
第
２
期
部
分
を
19
年
に

完
成
さ
せ
て
い
る
。
大
峡
谷
に
似
せ
た
雄
大

な
建
築
デ
ザ
イ
ン
、「
緑
と
の
共
存
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
段
丘
状
に
屋
上
庭
園
が
設
け
ら
れ
た

個
性
的
な
大
型
商
業
施
設
だ
。
そ
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
性
の
高
さ
と
特
色
あ
る
フ
ロ
ア
構
成

で
人
気
は
高
く
、
こ
の
不
況
下
に
お
い
て
も

来
場
者
の
落
ち
込
み
は
さ
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
。

む
し
ろ
阪
神
な
ん
ば
線
効
果
で
、
阪
神
間
か

ら
の
来
場
者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

南
海
が
、
こ
の
な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
続
い
て
進
め
て
い
る
の
が

「
南
海
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
等
再
生
計
画
」だ
。

中
核
と
な
る
南
海
ビ
ル
は
昭
和
７
年
に
建

て
ら
れ
た
歴
史
あ
る
建
物
で
、
難
波
の
象

徴
と
も
い
え
る
も
の
。
民
鉄
最
古
の
南
海

は
、
建
て
替
え
る
の
で
は
な
く
老
朽
化
し

た
施
設
を
改
修
し
て
伝
統
を
保
存
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
姿
に
再
生
さ
せ
る
こ
と
を
選
択

し
た
。
周
辺
の
施
設
と
関
連
性
を
持
た
せ
な

が
ら
再
生
さ
せ
る
こ
と
で
、
難
波
全
体
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

南
海
の
福
本
滋
治
取
締
役
執
行
役
員
（
経

営
政
策
室
副
室
長
・
難
波
街
づ
く
り
推
進
室

副
室
長
）
は
、
ミ
ナ
ミ
の
現
状
を
語
る
。

「
キ
タ
は
、
グ
レ
ー
ド
の
高
い
ホ
テ
ル
群
、

映
画
館
や
劇
場
、
充
実
し
た
飲
食
施
設
で
、

大
人
の
た
め
の
洗
練
さ
れ
た
街
と
い
う
印
象

を
確
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
遊
興
施
設
等
は

一
部
に
集
積
し
、
明
確
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
で

き
て
い
る
の
も
特
徴
だ
。
し
か
し
ミ
ナ
ミ
は
、

良
く
も
悪
く
も
す
べ
て
が
混
在
し
、
都
市
と

し
て
の
機
能
が
弱
い
」

南
海
グ
ル
ー
プ
が
難
波
で
所
有
す
る
床
面

積
は
約
55
万
㎡
。
主
な
改
修
工
事
は
、
昨

年
の
秋
に
完
了
し
て
い
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
の
外
壁
は
、
タ
イ
ル
の
張
り
替
え
、
テ
ラ

コ
ッ
タ
装
飾
の
修
復
・
復
元
な
ど
で
文
化
的

な
価
値
を
前
面
に
押
し
出
し
、
夜
間
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
そ
の
存
在
感
を
示

す
。
ビ
ル
に
入
っ
て
い
る
テ
ナ
ン
ト
企
業
の
ロ

ゴ
表
示
も
、
各
企
業
の
同
意
を
得
て
、
ビ
ル

に
な
じ
む
落
ち
着
い
た
モ
ノ
ト
ー
ン
カ
ラ
ー
で

統
一
し
た
。
ま
た
、
待
ち
合
わ
せ
場
所
と
し

て
有
名
だ
っ
た
旧
ロ
ケ
ッ
ト
広
場
は
高
さ
30

ｍ
、広
さ
１
２
０
０
㎡
の
洗
練
さ
れ
た
ス
ペ
ー

ス
「
な
ん
ば
ガ
レ
リ
ア
」
に
変
貌
し
た
。「
南

海
難
波
駅
」
も
改
札
口
の
あ
る
２
階
と
３
階

を
改
修
し
、
３
階
に
は
髙
島
屋
と
の
入
り
口

を
新
た
に
つ
く
り
駅
と
百
貨
店
を
つ
な
い
だ
。

ま
た
、
東
口
を
新
設
す
る
な
ど
、
駅
を
中
心

に
回
遊
性
を
高
め
、
周
辺
エ
リ
ア
と
の
一
体

感
を
創
出
し
た
。
今
秋
に
は
大
阪
府
下
初
の

本
格
的
な
中
長
期
滞
在
者
向
け
宿
泊
施
設

（
サ
ー
ビ
ス
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
）「
フ
レ
ー
ザ
ー

レ
ジ
デ
ン
ス
南
海
大
阪
」の
開
業
、来
春
に
は
、

な
ん
ば
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
再
生
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
と
、
テ
ナ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
髙
島
屋
大

阪
店
の
新
本
館
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
が
控
え

て
い
る
。

「
キ
タ
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
方
式
で
大

開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。ミ
ナ
ミ
は
ボ
リ
ュ
ー

ム
で
は
キ
タ
に
は
勝
て
な
い
が
、
現
存
す
る
文

化
を
保
存
し
て
未
来
に
つ
な
ぐ
、
再
生
と
い

う
方
式
で
、民
鉄
最
古
の
当
社
の
出
発
地
点
・

難
波
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
」
と
福
本
取

締
役
執
行
役
員
は
意
欲
を
語
っ
て
い
る
。

難
波
の
情
報
を
発
信

ハ
ー
ド
の
整
備
と
並
行
し
て
進
め
て
い
る

の
が
ソ
フ
ト
の
開
発
だ
。

「
ミ
ナ
ミ
を
訪
れ
た
人
た
ち
に
、
ミ
ナ
ミ
と
い

う
街
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
。
そ
の
た
め
の
ソ
フ

ト
の
開
発
と
整
備
、情
報
発
信
が
重
要
に
な
っ

て
い
る
」
と
福
本
取
締
役
執
行
役
員
は
言
う
。

ha

南海電気鉄道株式会社
取締役 執行役員　経営政策室 副室長
難波街づくり推進室 副室長

福本滋治
Shigeharu FUKUMOTO

大阪は、「キタ」と呼ばれる梅田と、「ミナミ」と呼ばれる難波、２つの街を核として発展してきた。
そして現在ミナミでは南海が中心となって、賑わいのある魅力的な街づくりを目指す

「南海ターミナルビル等再生計画」が着 と々進められている。

難波の街を育てる。
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平
成
20
年
12
月
に
は
、
そ
の
活
動
主
体

と
し
て
「
ミ
ナ
ミ
ま
ち
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
設
立
さ
れ
た
。
ミ
ナ
ミ
に
ゆ
か
り
あ
る
企

業
や
団
体
、
有
識
者
、
行
政
な
ど
約
１
３
０

団
体
が
参
加
。「
観
光
集
客
」と「
文
化
振
興
」

を
活
動
の
柱
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
や

環
境
美
化
運
動
な
ど
多
彩
な
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
南
海
の
山
中
諄
代
表
取
締
役
会

長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
会
長
を
務
め
、「
難
波
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
し
て
、
旗
振
り
役

を
務
め
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
４
月
に
は
、
南
海
難
波
駅

１
階
に
官
民
共
同
の
「
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ん
ば
」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
阪
市
が
運
営
す

る
大
阪
市
観
光
案
内
所
「
大
阪
市
ビ
ジ
タ
ー

ズ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
難
波
」

と
、南
海
グ
ル
ー
プ
運
営
の
「
南
海
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」「
南
海
ト
ラ
ベ
ル
サ
ロ

ン
」
が
カ
ウ
ン
タ
ー
を
並
べ
、
三
者
が
連
携

し
て
利
用
者
に
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
る
。
大
阪
市
初
の
官
民
共
同
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
英
語
や
韓
国
語
・

中
国
語
、
手
話
に
対
応
し
て
い
る
の
も
大
き

な
特
徴
だ
。
難
波
は
、
南
海
電
車
で
関
西
国

際
空
港
と
直
結
す
る
「
大
阪
の
玄
関
口
」
だ
。

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
に
と
っ
て
、
心
強
い

情
報
拠
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
開
設
と
同
時
期
に
、
南
海
で
は
フ
リ
ー

の
小
冊
子
「
な
ん
ば
け
ー
し
ょ
ん
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

を
創
刊
。
難
波
エ
リ
ア
の
ま
ち
歩
き
Ｍ
Ａ
Ｐ

に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
銘
店
な
ど
を
紹
介
し
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
に
あ
た
る
携
帯
サ
イ
ト
を
公
開
す

る
な
ど
、
難
波
の
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
キ
ー
ワ
ー
ド

阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業
は
、
難
波
活
性

化
の
強
力
な
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
。
南
海

電
車
か
ら
阪
神
電
車
に
乗
り
換
え
る
人
も

増
え
た
。
南
海
難
波
駅
の
駅
員
が
乗
客
に
、

５
０
０
ｍ
離
れ
た
近
鉄
大
阪
難
波
駅
の
場
所

を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

「
難
波
の
街
の
活
性
化
に
は
、
鉄
道
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
や
は
り
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
る
」
と
福
本
取
締
役
執
行
役
員
は
語
る
。

前
述
の
「
な
ん
ば
け
ー
し
ょ
ん
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

も
阪
神
な
ん
ば
線
が
乗
り
入
れ
る
大
阪
難
波

駅
に
設
置
す
る
な
ど
、
利
用
客
誘
致
に
役
立

て
て
い
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動

に
つ
い
て
も
阪
神
と
連
携
、
積
極
的
に
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

阪
神
な
ん
ば
線
開
業
時
に
は
、
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
の
真
弓
明
信
監
督
が
球
団
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
姿
で
、
南
海
が
発
行
す
る
女
性
向

け
情
報
誌
「
ｐ
＋
ｎ
ａ
ｔ
ｔ
ｓ
」
の
表
紙
を
飾

り
、
話
題
を
呼
ん
だ
。ま
た
、住
吉
大
社
と
西

宮
神
社
、
こ
う
や
花
鉄
道
「
天
空
」
と
六
甲

山
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
堺
の
茶
人
と
灘
の
杜
氏

と
い
う
よ
う
に
、
南
海
沿
線
と
阪
神
沿
線
の
見

所
を
組
み
合
わ
せ
た
、ま
さ
に
コ
ラ
ボ
と
い
う

べ
き
ポ
ス
タ
ー
も
シ
リ
ー
ズ
で
制
作
し
て
い
る
。

「
神
戸
・
阪
神
間
か
ら
多
く
の
人
が
難
波

の
街
に
足
を
運
ん
で
い
る
。
阪
神
な
ん
ば
線

効
果
で
、
明
ら
か
に
人
の
流
れ
が
変
わ
っ
て

い
る
。
総
人
口
が
減
少
に
向
か
っ
て
い
く
中

で
は
、
交
流
す
る
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
。
現
在
『
な
に
わ
筋

線
』
も
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
今
後
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
魅
力
を
高

め
、
何
度
も
乗
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努

力
す
る
。
そ
し
て
、
電
車
に
乗
っ
て
何
度
も

訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
的
な
街
を
、
鉄

道
会
社
と
し
て
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

福
本
取
締
役
執
行
役
員
は
、
難
波
活
性
化

に
向
け
て
の
鉄
道
事
業
者
と
し
て
の
役
割
と

責
任
を
、
あ
ら
た
め
て
強
く
語
っ
た
。

① 外壁の改修で再生した
南海ターミナルビル。

② 高さ 30 ｍ、広さ1200
㎡の「なんばガレリア」。

③ 難波の情報拠点「総合
インフォメーションセン
ターなんば」。

④ 南海の空港特急「ラピー
ト」。

❶

❸ ❹

❷

阪神なんば線と開業効果
［まちの賑わいと広域ネットワークによる関西活性化］

特集：
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新
た
な
鉄
道
は
、
新
た
な
人
々
を
運
び
、

人
の
流
れ
を
確
実
に
変
え
る
。「
そ
の

恩
恵
を
い
ち
早
く
享
受
で
き
る
の
が
大
学
だ
」

と
断
言
す
る
の
は
、近
畿
大
学
入
学
セ
ン
タ
ー

の
世
耕
石
弘
事
務
長
だ
。

「
新
線
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
会
社
員

が
通
勤
に
便
利
な
企
業
に
い
き
な
り
転
職
す

る
こ
と
は
な
い
が
、
自
宅
通
学
を
希
望
す
る

受
験
生
な
ら
志
望
校
を
変
更
す
る
」

交
通
ア
ク
セ
ス
は
、
学
生
に
と
っ
て
志
望

校
選
定
の
重
要
な
要
素
だ
。
特
に
最
近
の
学

生
は
、
学
校
以
外
の
活
動
も
多
く
、
通
学
に

時
間
を
か
け
た
が
ら
な
い
傾
向
が
あ
る
。

近
畿
大
学
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
の
最
寄
り

駅
は
近
鉄
の
長
瀬
駅
だ
が
、
阪
神
な
ん
ば
線

開
業
は
、
兵
庫
県
か
ら
の
受
験
者
数
を
大
幅

に
増
加
さ
せ
た
。
平
成
20

年
度
入
試
と
、
阪
神
な

ん
ば
線
開
業
直
後
に
入

学
式
と
な
っ
た
21
年
度
入

試
を
比
べ
る
と
、
東
大
阪

キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
学
部

の
受
験
者
数
は
全
体
で
は

４
６
９
人
増
だ
が
、
内
訳

で
は
兵
庫
県
内
の
学
生
が

１
２
７
３
人
増
と
な
っ
て

い
る
。

21
年
度
入
試
に
向
け
た

近
畿
大
学
の
学
生
募
集
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
さ
に
阪

神
な
ん
ば
線
だ
っ
た
。
阪

神
な
ん
ば
線
の
利
便
性
を

示
し
、「
近
畿
大
学
が
近

い
」こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、

兵
庫
県
内
の
高
校
や
駅
に
張
っ
た
。
高
校
生

た
ち
の
目
を
引
く
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ピ
ー
や
デ
ザ

イ
ン
に
し
た
の
も
勝
因
と
な
っ
た
。

「
近
畿
大
学
が

あ
る
東
大
阪
か
ら

兵
庫
方
面
、
特
に

尼
崎
は
、
車
な
ら

20
分
ぐ
ら
い
の
距

離
な
の
に
、
電
車

だ
と
梅
田
で
乗
り

換
え
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
近
い
の
に

『
遠
い
』場
所
だ
っ

た
。
厚
い
『
梅
田

の
壁
』
が
崩
れ
、

風
穴
が
空
い
た
。
今

後
は
、
東
大
阪
と
尼

崎
、
西
宮
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
が
可
能

に
な
る
」
と
世
耕
事

務
長
は
期
待
を
寄
せ

る
。一

方
、
西
宮
市
に

あ
り
、
阪
神
の
鳴
尾

駅
と
甲
子
園
駅
を
最

寄
り
駅
と
す
る
武
庫

川
女
子
大
学
で
も
、

そ
の
影
響
は
顕
著
だ
。
近
鉄
沿
線
の
高
校
か

ら
の
志
願
者
が
増
加
。
開
業
前
の
20
年
度
と

阪
神
な
ん
ば
線
が
定
着
し
た
22
年
度
を
比
較

す
る
と
、
大
阪
府
の
志
願
者
（
推
薦
入
試
）

が
28
・
６
％
増
、
奈
良
県
の
志
願
者
（
同
）

が
53
・５
％
増
と
、驚
く
べ
き
伸
び
を
示
し
た
。

ま
た
、
同
大
で
は
奈
良
に
も
試
験
会
場
を
設

け
て
い
る
が
、
本
校
で
の
受
験
を
希
望
す
る

学
生
が
増
え
た
と
い
う
。
こ
ち
ら
も
、
大
学

が
〝
近
く
〟
な
っ
た
の
だ
。

「
こ
う
し
た
効
果
を
期
待
し
て

い
た
」
と
武
庫
川
女
子
大
入
試
セ

ン
タ
ー
庶
務
課
の
上
畑
康
秀
課
長

は
率
直
な
思
い
を
語
る
。
学
生
満

足
度
調
査
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

上
が
る
良
好
な
環
境
づ
く
り
で
知

ら
れ
る
同
大
だ
が
、
18
歳
人
口
減

少
を
懸
念
し
、
学
生
募
集
に
は
力

が
入
る
。
入
試
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
は
近
畿
地
方
だ
け
で
も
７
０
０

校
を
訪
問
す
る
が
、
そ
の
際
に
大

近畿大学
入学センター事務長

世耕石弘
武庫川女子大学
入試センター庶務課 課長

上畑康秀

近畿大学オープンキャンパスの告知ポスター

鳴尾駅には学生専用の出口がある。

「近く」なった大学に
受験者増

Yasuhide UEHATAIshihiro SEKO

少子化の中での学生確保。長引く不況下でのビジネスチャンス。
新線は「可能性」を乗せて走る。それが勝機につながるかは、
それぞれの努力にかかっている。
難波の街を中心点に、阪神なんば線効果が広がっている。

それぞれの
新線効果。

開業による
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き
な
効
果
を
発
揮
し
た
の
が
、
阪
神
が
作
成

し
た
阪
神
な
ん
ば
線
開
業
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

だ
っ
た
。
あ
ま
り
の
反
響
に
、
阪
神
に
増
刷

を
依
頼
し
、
使
い
続
け
た
そ
う
だ
。

ま
た
、「
学
生
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
を
近
鉄
電

車
の
中
吊
り
に
掲
出
、
近
鉄
沿
線
の
学
生
た

ち
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
の
で

は
」
と
、
上
畑
課
長
は
分
析
し
て
い
る
。

阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業
で
鉄
道
事
業
者

の
コ
ラ
ボ
乗
車
券
が
次
々
と
発
売
さ

れ
る
中
、
昨
年
11
月
、
ひ
と
き
わ
ユ
ニ
ー
ク

な
企
画
チ
ケ
ッ
ト
が
発
売
さ
れ
た
。
漫
才
・

落
語
・
吉
本
新
喜
劇
で
人
気
の
劇
場
・
な
ん

ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
の
指
定
席
券
と
阪
神
電
車

往
復
割
引
乗
車
券
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
阪

神
電
車
で
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
へ
ゴ
ー
!!
」

だ
。
1
階
席
で
の
観
劇
が
４
５
０
０
円
の
と

こ
ろ
、
乗
車
駅
と
大
阪
難
波
駅
の
往
復
乗
車

券
が
つ
い
て
料
金
は
そ
の
ま
ま
。
最
も
遠
い

三
宮
駅
か
ら
で
は
８
０
０
円
の
お
得
に
な
る
。

「
こ
れ
ま
で
、
旅
行
会
社
が
間
に
入
っ
た
ツ

ア
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
あ
っ
た
が
、
鉄
道
会
社
と
ダ

イ
レ
ク
ト
に
組
む
チ
ケ
ッ
ト
は
初
め
て
」
と
吉

本
興
業
グ
ル
ー
プ
よ
し
も
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
天

野
伸
二
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

（
興
行
開
発
セ
ン
タ
ー

大
阪
劇
場
営
業
セ
ク

シ
ョ
ン
）
は
語
る
。
な

ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
は

全
国
か
ら
観
客
が
訪
れ

る
が
、
地
元
で
あ
る
関

西
圏
か
ら
の
集
客
増
加

を
図
り
た
い
と
言
う
。

「
お
笑
い
番
組
が
数

多
く
放
送
さ
れ
て
い
る

関
西
で
、
わ
ざ
わ
ざ
劇

場
に
足
を
運

ん
で
も
ら
う

に
は
一
工
夫

必
要
。
う
ち

は
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
に
人
を

集
め
た
い
。
阪
神
電
車
は
阪
神
な

ん
ば
線
の
乗
客
を
増
や
し
た
い
。

そ
こ
で
一
緒
に
何
か
で
き
な
い
か

と
考
え
た
」

チ
ケ
ッ
ト
の
発
売
開
始
イ
ベン
ト
で

は
、三
宮
駅
に
吉
本
の
お
笑
い
芸
人

が
登
場
。
阪
神
電
車
内
や
駅
で
は
、

新
喜
劇
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
登
場
す
る
Ｐ
Ｒ
ポ
ス

タ
ー
が
人
目
を
引
い
た
。

「
阪
神
電
車
が
協
力

体
制
を
と
っ
て
く
れ
て
、

お
互
い
が
や
れ
る
こ
と
を

う
ま
く
補
完
し
合
う
、

と
い
う
大
阪
的
な
方
法

で
い
い
企
画
を
実
現
で
き

た
と
思
う
」
と
天
野
氏
。

11
月
〜
２
月
の
期
間
限
定
だ
っ
た
が
、
阪

神
に
と
っ
て
は
野
球
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
、
な

ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
に
と
っ
て
も
寒
さ
で
客

足
が
鈍
る
時
期
と
、
こ
の
点
で
も
お
互
い
の

ニ
ー
ズ
が
合
致
し
た
。

今
年
３
月
に
増
床
部
分
が
オ
ー
プ
ン
し
た

髙
島
屋
の
広
報
・
Ｉ
Ｒ
室
の
富
岡
誠
広
報
担

当
課
長
も
「
阪
神
な
ん
ば
線
効
果
を
味
方
に

つ
け
た
い
」
と
語
る
。

「
阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業
は
、
こ
れ
ま
で
大

阪
に
来
て
も
梅
田
で
用
事
を
済
ま
せ
て
い
た

人
た
ち
に
、
難
波
に
も

行
っ
て
み
よ
う
と
い
う

気
持
ち
に
さ
せ
る
。
街

に
人
を
呼
ぶ
に
は
大
変

な
努
力
が
要
る
こ
と

で
、
新
線
が
人
を
運
ん

で
き
て
く
れ
る
こ
と
は
、

商
業
施
設
に
と
っ
て
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
こ

と
。
後
は
、
自
分
た
ち

が
ど
れ
だ
け
頑
張
れ
る

か
。
魅
力
的
な
商
品
提

案
を
発
信
す
る
こ
と
で
店
内

に
足
を
進
め
て
も
ら
う
。
阪

神
な
ん
ば
線
効
果
を
ぜ
ひ
味

方
に
つ
け
た
い
」

阪
神
な
ん
ば
線
開
業
時
、

髙
島
屋
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中

で
売
場
面
積
も
か
な
り
縮
小

し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
、

来
店
者
は
３
％
増
加
し
た
と

い
う
。
高
級
百
貨
店
は
通
常
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
年
齢
層
が
高
め
だ
が
、
髙
島

屋
で
は
増
床
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ
て
、
若

い
層
に
向
け
た
店
舗
を
大
幅
に
増
や
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
梅
田
で
買
物
を
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
神
戸
方
面
の
若
い
女
性
を
顧
客
に
取
り
込

み
た
い
思
い
が
あ
る
。
髙
島
屋
カ
ー
ド
の
会

員
も
阪
神
沿
線
で
増
え
つ
つ
あ
る
そ
う
だ
。

「
新
線
開
通
は
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
。
神
戸
方

面
に
限
ら
ず
大
阪
西
部
、
奈
良
、
広
域
の
お

客
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
も
商
業
施
設
や
商
店
街
は
、
鉄
道
と
協
働

で
街
を
盛
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と
富

岡
課
長
は
意
欲
を
語
る
。

阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業
か
ら
１
年
。
大
阪

の
大
繁
華
街
が
東
西
軸
の
動
脈
を
得
た
こ
と

で
、
多
く
の
人
が
動
き
、
多
く
の
交
流
が
生

ま
れ
、
街
が
さ
ら
に
活
気
づ
い
て
い
く
。
難

波
は
そ
の
独
自
性
を
磨
き
、
よ
り
魅
力
的
な

街
と
な
る
。
キ
タ
と
ミ
ナ
ミ
―
―
２
つ
の
街

の
成
長
が
大
阪
全
体
、
ひ
い
て
は
関
西
圏
の

活
気
に
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
阪
神
な

ん
ば
線
の
３
・
４
㎞
の
線
路
が
広
げ
た
可
能

性
は
大
き
い
。

株式会社髙島屋 広報・ＩＲ室
広報担当課長

富岡　誠

今年、難波出店 80 年を迎えた髙島屋。

お笑いのメッカ「なんばグランド花月」。

新たなビジネスチャンスを
生み出す

株式会社よしもとクリエイティブ・
エージェンシー 興行開発センター
大阪劇場営業セクション サブリーダー

天野伸二Makoto TOMIOKA
Shinji AMANO

阪神なんば線と開業効果
［まちの賑わいと広域ネットワークによる関西活性化］

特集：



僕の祖父は車椅子に乗っています。祖父はどんな気持ちで車椅子に乗っている
んだろう。そんな思いから、この新聞づくりは始まりました。車椅子を借りて、

実際に電車に乗ってみました。この体験を通じて、僕は、今まで気づかなかった車
椅子の人の苦労や大変さを知ることができました。そして、普段何気なく利用して
いる駅や電車が、さまざまな工夫でバリアフリーになっていることが、よく分かりま
した。特に、電車の乗り降りにフラップを用意してくださったり、車椅子を押して
くださった駅員さんのやさしさには本当に感謝しました。ひとりではできないことを
やさしく支えてくださる、支え合うことの大切さを学びました。この新聞づくりを
通して知ったこと、学んだことを活かし、僕も駅で困っている人を見かけたら何か
できることはないかを考え、困っている人にやさしく接して僕にもできるバリアフリー
を実行してみたいと思います。
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全
国
の
子
ど
も
た
ち
に
鉄
道
を
も
っ
と

よ
く
知
り
、
鉄
道
を
も
っ
と
好
き
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
︱
︱
そ
ん
な
願
い
か
ら

企
画
さ
れ
た
「﹃
私
と
み
ん
て
つ
﹄
小
学
生

新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」。
全
国
小
学
校
社
会
科

研
究
協
議
会
の
後
援
を
得
て
、
平
成
19
年

に
開
始
。
第
３
回
目
を
迎
え
た
昨
年
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
、全
国
３
３
１
の
小
学
校
が
参

加
、応
募
作
品
数
は
第
２
回
の
３
倍
を
超
え

る
3
０
４
０
点
（
３
１
５
６
人
）
に
上
っ
た
。

第
３
回
の
テ
ー
マ
は
「
く
ら
し
と
鉄
道
」。

毎
日
の
生
活
の
な
か
で
鉄
道
や
駅
に
つ
い
て

興
味
を
持
っ
た
こ
と
や
疑
問
に
感
じ
た
こ
と

を
題
材
に
、
自
分
で
調
べ
、
新
聞
形
式
に
ま

と
め
て
も
ら
っ
た
。〝
バ
リ
ア
フ
リ
ー
〟や〝
エ

コ
〟〝
マ
ナ
ー
〟な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
自
分
の

考
え
や
思
い
を
ま
と
め
た
力
作
が
目
立
つ
。

時
間
を
か
け
た
下
調
べ
や
取
材
、
文
章
、
写

真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
紙
面

構
成
︱
︱
そ
の
内
容
の
濃
さ
と
丁
寧
な
つ
く

り
方
に
、
子
ど
も
た
ち
の
努
力
と
熱
意
が
う

か
が
わ
れ
る
作
品
が
揃
っ
た
。
こ
れ
ら
応
募

作
品
の
中
か
ら
、
日
本
民
営
鉄
道
協
会
加
盟

各
社
な
ら
び
に
全
国
小
学
校
社
会
科
研
究
協

議
会
の
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
を
経

て
、
受
賞
作
品
を
決
定
。
個
人
賞
の
最
優

秀
作
品
賞
１
作
品
・
優
秀
作
品
賞
５
作
品
・

審
査
員
特
別
賞
７
作
品
・
佳
作
25
作
品
、
学

校
賞
の
最
優
秀
学
校
賞
1
校
・
優
秀
学
校
賞

2
校
・
審
査
員
特
別
賞
2
校
が
選
ば
れ
た
。

1
月
9
日
（
土
）、
東
京
會
舘
東
商
ス
カ

イ
ル
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
に
は
、

佳
作
受
賞
者
を
除
く
受
賞
者
13
名
、
受
賞
校

５
校
、
ま
た
、
全
国
小
学
校
社
会
科
研
究
協

日本民営鉄道協会　会長賞
「くらしと鉄道新聞　すべての人にやさしい
“ユニバーサル・ステーション”」
各務原市立八木山小学校　石原蔵人

の祖父は車椅子に乗っています。祖父はどんな気持ちで車椅子に乗っている

受賞者のみなさんと主催者・後援者の役員

主催者挨拶をする上條清文会長全国小学校社会科研究協議会の久保田会長表彰式風景

全国 331校・3040点に上った応募作品。
最優秀作品賞１点は駅ポスターに。

「新聞」づくりを通じて子どもたちに鉄道や民鉄に対して関心と理解を深
めてもらうことを目的に開催されている「『私とみんてつ』小学生新聞コン
クール」。第３回目を迎えた昨年は、応募作品も全国 331 校・3040 点に
上り、１月９日（土）には、厳正な審査を経て選ばれた個人賞・学校賞の
表彰式が開催された。
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議
会
の
役
員
、日
本
民
営
鉄
道
協
会
の
役
員
、

児
童
の
家
族
な
ど
、
約
80
名
が
参
加
し
た
。

「
み
ん
な
の
鉄
道
を
大
切
に
」

表
彰
式
で
は
、
日
本
民
営
鉄
道
協
会
の
上

條
清
文
会
長
（
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
会

長
）
が
主
催
者
挨
拶
に
立
ち
、「
た
く
さ
ん
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
多
く
の
小
学
生
の
皆
さ

ん
に
鉄
道
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
た

い
へ
ん
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。
力
作
が
揃
っ

た
中
か
ら
選
ば
れ
た
受
賞
作
品
は
、
非
常
に

レ
ベ
ル
の
高
い
優
秀
な
す
ば
ら
し
い
作
品
ば

か
り
」
と
、
子
ど
も
た
ち
に
感
謝
を
述
べ
、

そ
の
作
品
の
出
来
栄
え
に
賛
辞
を
贈
っ
た
。

ま
た
、
全
国
小
学
校
社
会
科
研
究
協
議
会

の
久
保
田
福
美
会
長
は
「
自
分
の
目
と
耳
と

足
を
使
っ
て
つ
く
り
上
げ
た
作
品
は
す
ば
ら

し
い
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
私
た
ち
の
く
ら
し

と
鉄
道
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
っ

た
が
、ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
の
鉄
道
を
、

み
ん
な
で
大
切
に
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
、
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

最
優
秀
作
品
賞
は
ポ
ス
タ
ー
化
し
て
３
月

末
日
ま
で
、
日
本
民
営
鉄
道
協
会
加
盟
71
社

の
駅
に
掲
出
し
て
い
る
。
ま
た
、「
第
4
回﹃
私

と
み
ん
て
つ
﹄小
学
生
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」は
、

今
年
も
7
月
か
ら
実
施
す
る
予
定
だ
。

「民鉄くらし応援新聞」
近畿大学附属小学校　川﨑奈津子

「みなみ新聞」　ひたちなか市立那珂湊第三小学校　須藤みなみ

日本民営鉄道協会 広報委員長賞

全国小学校社会科研究協議会　会長賞
「心にみんてつ　晴流新聞」
関市立瀬尻小学校　　尾関晴也私は近鉄奈良線に乗って通学してい

ます。私や私の家族の毎日のくらしの
中で、鉄道・駅はなくてはならない存
在です。そこで私は、近鉄がどのよう
に私たちのくらしと関わっているのか
調べてみることにしました。インター
ネットを使ったり、実際に駅に行って
見たり聞いたりして、新聞にまとめま
した。交通手段のひとつとしてだけでは
なく、いろんな便利なサービスを提供
してもらっていることが分かりました。
一生懸命、工夫しながらまとめたので、
賞をいただいてとても嬉しいです。

僕の町には５年前まで名鉄美濃町線
が走っていました。僕も乗ったことが
あります。学校の先生方に美濃町線の
思い出を取材しました。みんな電車が
あった方が良かったと話してください
ました。廃線になったのはとても残念
だけれど、鉄道はみんなの心に思い出
を残してくれたり夢を与えてくれる、
くらしにかかせない乗り物だと思いまし
た。みんなでもっと鉄道を大切にした
いと思います。電車が大好きなのでやっ
てみようと思った新聞づくりですが、
こんなすごい賞がもらえて嬉しいです。

第１回の新聞コンクールでは、兄が
受賞しました。「ローカル線の未来」と
いうタイトルで、上田電鉄存続の取り
組みを紹介したものです。同じように今、
長野電鉄の屋代線が廃線の危機に直面
していて、なんとか屋代線をもりあげた
いと思って、支援を呼びかける新聞を
つくりました。兄の新聞の続きとして、
乗る人がだんだん増えてもりあがって
いる上田電鉄についても紹介しました。
文章をまとめるのが苦手なので大変でし
たが、兄妹そろって入賞することができ
て大喜びしています。

鉄道ファンの叔父にすすめられて参
加しました。それまで、鉄道について勉
強したり調べたりしたことがなかったの
で、とても楽しかったです。鉄道が環
境にやさしく安全性にも非常に優れた
乗り物であるということを、分かりやす
くまとめたいと思いました。新聞をつく
る前に、マス目いっぱいに大きくはっ
きりと字を書く練習をしたり、本物の
新聞をよく見て、見出しの配置や書体、
段の使い方などを研究しました。時間
をかけて丁寧につくったので、賞をいた
だけて本当に嬉しいです。

那珂湊駅に行ったとき、駅員さんから、こういうコンクールがあ
るけどやってみませんかって声をかけていただきました。面白そう
だったので、早速、ひたちなか海浜鉄道の湊線について調べてみる
ことにしました。インターネットで調べたり、駅員さんにインタビュー
して記事をまとめました。お出かけする時いつも乗っている湊線で
すが、その長い歴史や駅員さんのお仕事の内容など、初めて知っ
たことがたくさんありました。たくさんの人に湊線を紹介したいと
思ってつくった新聞です。

「信州民鉄もりあげ隊新聞」
信州大学教育学部附属長野小学校
厚木那奈美

「鉄道発見号」
四日市市立西橋北小学校
湯前美里衣

最優秀作品賞・優秀作品賞・審査員特別賞を受賞した 13 作品は、日本民営鉄道協会ホームページ内サイト『みんてつ』キッズで紹介しています。http://kids.mintetsu.or.jp/

第 3 回最優秀作品ポスター
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路
面
電
車
で
は
全
国
初
の
上
下
分
離
方
式

環
状
線
は
、
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
富
山
駅
前
を
起
点

に
、
中
心
市
街
地
を
約
20
分
で
１
周
す
る
。
ル
ー

ト
は
反
時
計
回
り
で
、
富
山
地
方
鉄
道
（
地
鉄
）

の
富
山
軌
道
線
（
市
内
電
車
）
の
一
部
と
、
環
状

化
の
た
め
延
伸
さ
れ
た
区
間
の
合
計
お
よ
そ
３
・

４
キ
ロ
。
市
内
電
車
の
ル
ー
ト
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

の
Ｕ
を
逆
さ
に
し
た
形
で
、
空
白
区
間
の
９
４
０

メ
ー
ト
ル
に
レ
ー
ル
を
敷
設
し
た
。
延
伸
区
間
に

は
、「
国
際
会
議
場
前
」「
大
手
モ
ー
ル
」「
グ
ラ
ン
ド

プ
ラ
ザ
前
」
の
３
つ
の
電
停
が
新
設
さ
れ
た
。

始
発
は
午
前
６
時
11
分
、
終
電
は
午
後
10
時

10
分
（
い
ず
れ
も
富
山
駅
前
発
）
で
、
一
日
当
た

り
平
日
は
79
本
、
土
日
祝
日
は
80
本
が
運
行
さ
れ

る
。
運
行
間
隔
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時
半

ま
で
は
10
分
お
き
、
そ
の
他
の
時
間
帯
は
20
分
お

き
で
、
運
賃
は
全
区
間
均
一
大
人
２
０
０
円
（
小

人
１
０
０
円
）
と
な
っ
て
い
る
。

環
状
線
で
は
、
車
両
の
購
入
や
線
路
の
敷
設
・

整
備
、
ホ
ー
ム
の
建
設
は
市
が
、
運
行
は
地
鉄
が

行
う
「
上
下
分
離
方
式
」
を
路
面
電
車
で
は
全
国

で
初
め
て
採
用
。
事
業
費
の
30
億
３
３
０
０
万
円

は
市
の
予
算
と
国
の
補
助
金
で
ま
か
な
っ
た
。
ま

た
、
運
行
経
費
と
し
て
年
間
５
０
０
０
万
円
を

市
が
地
鉄
に
交
付
す
る
。
一
方
の
地
鉄
は
、
延

伸
区
間
の
走
行
１
回
に
つ
き
約
39
円
の
ほ
か
、
環

状
線
運
行
前
１
年
間
の
路
面
電
車
収
入
を
基
準

に
、
増
収
分
を
市
に
支
払
う
。
増
収
分
は
年
間

３
０
０
０
万
円
と
見
込
ま
れ
る
が
、
差
し
引
き

２
０
０
０
万
円
を
毎
年
、
市
が
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
新
た
に
費
用
を
負
担
し
て
ま
で
、
市

が
公
共
交
通
の
充
実
を
図
る
理
由
は
何
な
の
だ
ろ

う
か
。

「
串
と
お
団
子
の
都
市
構
造
」を
目
指
す

市
が
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
本

腰
を
入
れ
始
め
た
の
は
、
06
年
６
月
に
行
っ
た
調

査
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
運
転
免
許
証
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
り
、
個
人
の
車
を
所
有
し
て
い
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
自
由
に
車
を
使
え
な
い
人
の
割

合
は
、
15
歳
以
上
の
市
民
の
お
よ
そ
29
・
５
％
。

そ
の
一
方
で
、
富
山
県
が
１
９
９
９
年
に
行
っ
た

調
査
で
は
、
日
常
生
活
の
足
と
し
て
車
を
挙
げ
た

人
は
72
・
２
％
に
上
っ
た
。
実
際
、
１
世
帯
あ
た

り
の
乗
用
車
保
有
台
数
は
、
１・
７
4
台
と
全
国

２
位
に
な
っ
て
い
る
（
自
動
車
検
査
登
録
情
報
協

会
、
06
年
３
月
末
現
在
）。
ま
た
、
人
口
集
中
地

区
の
人
口
密
度
を
示
す
Ｄ
Ｉ
Ｄ
と
い
う
指
標
は
、

１
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
４
０
３
０・
２
人

（
05
年
国
勢
調
査
）
と
、
全
国
最
低
レ
ベ
ル
。
こ

れ
で
は
、
人
口
は
減
り
市
税
は
落
ち
込
む
の
に
、

広
く
薄
く
人
が
住
む
こ
と
で
、
ゴ
ミ
の
収
集
や
上

下
水
道
の
維
持
管
理
、
除
雪
な
ど
の
行
政
コ
ス
ト

は
増
え
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
市
は
、
徒
歩
で
移
動
で
き
る
生
活
エ
リ

ア
の
中
に
学
校
や
ス
ー
パ
ー
、
病
院
な
ど
の
生
活

機
能
を
集
積
し
、
エ
リ
ア
間
を
路
面
電
車
や
鉄
道
、

路
線
バ
ス
で
結
ぶ
、
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。
公
共
交
通
を
串
、
生

活
エ
リ
ア
を
団
子
に
見
立
て
た
、「
串
と
お
団
子
の
都

市
構
造
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
鉄
道
分
野

で
は
、
廃
線
に
な
る
予
定
だ
っ
た
Ｊ
Ｒ
富
山
港
線

を
路
面
電
車
化
、
06
年
４
月
29
日
に
富
山
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
。
こ
の
ほ
か
、

06
年
10
月
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
で
普
通
列
車
の

増
発
や
臨
時
駅
を
開
設
。
市
民
に
公
共
交
通
機
関

の
利
用
を
促
す
政
策
を
次
々
に
打
ち
出
し
て
き
た
。

文・写真◉高橋銀太郎（時事通信社富山支局）

路面電車、
復権。
公共交通中心のまちづくりに一役
富山市　富山地方鉄道富山都心線（環状線）
うっすらと雪が積もった富山城を背に、「セントラム」と愛称がつ
けられた白い車体が映える。２００９年 12 月23 日、富山市中心
部を周回する路面電車、富山都心線（環状線）が開業した。「公
共交通を軸としたコンパクトなまちづくり」を推し進める富山市が、
構想実現に一役買ってもらおうと従来の路線を延伸、環状化した
ものだ。市内電車の環状線の運行は１９７０年代に一部路線が廃
止されて以来、36 年ぶりとなった。

富山城を背に電停に停車したセントラム。
新型車両のセントラムは、白・黒・銀の３色。
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中
心
市
街
地
の
活
性
化
・
回
遊
性
強
化

環
状
線
の
開
業
は
そ
の
一
環
で
、
市
は
そ
の
意

義
と
し
て
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
る
。
一
つ
は
、

二
つ
の
都
心
核
の
連
携
強
化
。
デ
パ
ー
ト
や
書
店

な
ど
が
集
ま
る
中
心
市
街
地
は
、
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
か

ら
南
に
約
１・
５
キ
ロ
離
れ
て
い
る
。
環
状
線
に

よ
っ
て
こ
の
二
カ
所
の
ア
ク
セ
ス
強
化
を
図
り
、

市
街
地
を
活
性
化
さ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。
二
つ

目
は
、
都
心
エ
リ
ア
で
の
回
遊
性
強
化
。
公
共
施

設
が
集
中
し
、
市
が
家
賃
補
助
な
ど
を
交
付
し
て

居
住
を
促
す
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
区
域
の
面

積
は
、
４
３
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
歩
い
て
移
動
す
る

に
は
広
す
ぎ
る
た
め
、
車
に
乗
ら
な
く
て
も
都
心

地
区
を
移
動
で
き
る
手
段
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

三
つ
目
は
、
北
陸
新
幹
線
開
業
後
を
見
据
え
た
路

面
電
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
だ
。
現
在
、
富
山

駅
を
挟
ん
で
北
側
に
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
、
南
側
に
市

内
電
車
と
二
路
線
の
路
面
電
車
が
走
っ
て
い
る
。

新
幹
線
開
業
後
は
富
山
駅
が
高
架
化
さ
れ
、
両
路

線
の
相
互
乗
り
入
れ
が
実
現
。
富
山
湾
か
ら
富
山

駅
に
か
け
て
の
住
宅
街
が
、
中
心
市
街
地
や
富
山

大
学
と
一
本
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

ま
だ
構
想
段
階
だ
が
、
地
鉄
上
滝
線
を
路
面
電
車

化
す
る
計
画
も
あ
る
。

開
業
初
日
に
は
、
午
後
１
時
か
ら
式
典
が
開
か

れ
、
森
雅
志
市
長
や
地
鉄
の
川
岸
宏
社
長
の
他
、

県
選
出
国
会
議
員
ら
が
出
席
。
挨
拶
で
森
市
長
は

「（
環
状
線
は
）
公
共
と
民
間
と
が
一
体
と
な
っ
て

本
市
が
目
指
す
（
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ

ク
ト
な
）
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
」、
川
岸
社
長
は
「
公
共
交
通
は
、
地
域
社
会

の
経
済
、
市
民
生
活
を
支
え
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
で

あ
り
続
け
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
、
環
状
線
に

よ
る
街
の
活
性
化
に
期
待
を
込
め
た
。

公
共
交
通
を
富
山
市
民
の
足
に

た
だ
、
今
後
、
環
状
線
が
市
民
生
活
に
定
着
す

る
か
は
未
知
数
だ
。
通
常
運
行
が
始
ま
っ
た
12
月

24
日
か
ら
正
月
三
が
日
ま
で
の
11
日
間
で
、
乗
降

客
数
は
４
万
８
１
１
０
人
だ
っ
た
と
い
う
が
、
日

中
で
も
車
内
の
人
影
が
ま
ば
ら
な
日
も
あ
っ
た
。

大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
降
っ
た
大
雪
の
影
響

も
考
え
ら
れ
る
が
、
開
業
直
後
に
し
て
は
寂
し
い

印
象
を
受
け
た
。沿
線
で
飲
食
店
を
営
む
男
性
は
、

「
ど
ん
な
も
の
か
一
度
く
ら
い
乗
っ
て
も
、
そ
ん
な

に
乗
る
人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
話
し
た
。

環
状
線
だ
け
に
限
れ
ば
賛
否
は
分
か
れ
る
が
、

公
共
交
通
が
富
山
市
民
の
足
と
し
て
根
付
く
可
能

性
は
あ
る
。
数
年
間
東
京
勤
務
を
経
験
し
た
、
あ

る
公
務
員
の
男
性
は
、「
東
京
で
暮
ら
す
前
は
車
で

通
勤
し
て
い
た
が
、
慣
れ
て
し
ま
え
ば
鉄
道
の
方

が
楽
」
と
、
現
在
は
通
勤
に
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
い

る
。
車
と
違
い
、
鉄
道
な
ら
本
や
新
聞
を
読
ん
だ

り
、
考
え
事
を
し
て
移
動
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
。
鉄
道
を
利
用
し
た
暮
ら
し
に
変
え
る
に

は
、
何
よ
り
も
、
市
民
が
そ
の
利
用
価
値
を
体
感

す
る
機
会
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

公
共
交
通
の
整
備
が
市
民
の
利
用
を
促
し
、
市

民
の
利
用
増
が
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
す
る
。
富
山
市

の
公
民
一
体
と
な
っ
た
試
み
に
注
目
し
た
い
。

大学前

丸の内 延伸区間

道
軌

線

市内電車環状線化

（2）市内電車の上滝線への
乗り入れ

地鉄上滝線

地鉄不二越線

地鉄本線

西町

JR富山駅

南富山駅

富山市のＬＲＴネットワーク構想

1973年に
廃止された路線

富山ライトレール富山ライトレール
（旧JR富山港線）（旧JR富山港線）

（1）富山ライトレールと
市内電車の相互乗り入れ
（南北接続）

0.9km

セントラムの循環ルート
JR富山駅

市
内
電
車
の
在
来
線（
6.4
㎞
）

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓ ↓

↓

↓

環
状
線（
3.4
㎞
）

❸

❶

❷

① 「市内電車環状線発車式」で森富
山市長、川岸社長 ( 富山地方鉄道
株式会社 ) らがテープカット。

②セントラム全景。
③ 市長定例記者会見後、セントラム

の模型を前に談笑する森富山市長
と廣瀬副市長の２人（富山市役所
で 2009 年 7 月 1 日）

（2）

（1）
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赤
銅
色
の
鉄
橋
や
色
と
り
ど
り
の
花
の
中
を
煙

を
上
げ
て
走
り
抜
け
る
Ｓ
Ｌ
の
姿
。
都
心
か

ら
最
も
近
い
Ｓ
Ｌ
が
走
る
路
線
と
し
て
知
ら
れ
る
秩

父
鉄
道
沿
線
で
は
、
こ
う
し
た
鉄
道
フ
ァ
ン
な
ら
ず

と
も
見
て
み
た
い
と
思
わ
せ
る
光
景
を
眼
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
冬
季
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

た
め
Ｓ
Ｌ
の
運
行
は
お
休
み
。
そ
こ
で
資
料
を
拝
見

し
に
熊
谷
に
あ
る
秩
父
鉄
道
本
社
に
お
邪
魔
し
た
。

Ｓ
Ｌ
の
魅
力

秩
父
鉄
道
の
Ｓ
Ｌ
パ
レ
オ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
、

１
９
８
８
年
の
「
さ
い
た
ま
博
」
を
機
に
埼
玉
県
内

の
小
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
た
旧
国
鉄
（
Ｊ
Ｒ
）
の

車
両
を
復
活
さ
せ
た
も
の
。「
パ
レ
オ
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」
と
い
う
名
称
は
、
約
２
千
万
年
前
に
秩
父
地
方

に
生
息
し
て
い
た
海
獣
パ
レ
オ
パ
ラ
ド
キ
シ
ア
に
ち

な
ん
で
付
け
ら
れ
た
そ
う
だ
。

毎
年
３
月
か
ら
12
月
初
ま
で
の
土
日
祝
日
を
中
心

に
、
Ｊ
Ｒ
と
の
乗
換
駅
で
あ
る
熊
谷
か
ら
、
終
点
の

三
峰
口
ま
で
８
つ
の
停
車
駅
、
約
57
キ
ロ
間
を
一
日

一
往
復
し
て
い
る
。
三
峰
口
到
着
後
、
整
備
作
業
や

転
車
作
業
な
ど
の
た
め
50
分
程
度
停
車
す
る
が
、
こ

の
間
、
作
業
の
様
子
を
駅
に
隣
接
す
る
駐
車
場
や
車

両
公
園
か
ら
見
学
で
き
、
子
ど
も
や
鉄
道
フ
ァ
ン
に

人
気
ら
し
い
。

乗
車
に
は
普
通
乗
車
券
に
加
え
、「
Ｓ
Ｌ
座
席
指
定

券
」
か
「
Ｓ
Ｌ
整
理
券
」
が
必
要
に
な
る
。
販
売
は

乗
車
日
の
１
カ
月
前
か
ら
始
ま
る
。「
Ｓ
Ｌ
整
理
券
」

は
当
日
購
入
も
可
能
だ
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

や
夏
休
み
な
ど
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
は
じ
め
、
事
前
に

終
了
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
と
い
う
。
東
京
都
心

部
か
ら
１
時
間
程
度
で
乗
り
に
来
ら
れ
る
Ｓ
Ｌ
の
人

気
は
高
い
。

楽
し
み
方
は
「
乗
る
」
だ
け
に
限
ら
な
い
。
Ｓ
Ｌ

が
走
る
姿
は
そ
れ
だ
け
で
絵
に
な
る
光
景
で
、
見
る

だ
け
で
も
十
分
楽
し
め
る
。
秩
父
鉄
道
で
は
毎
年
、

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
る
が
、
そ
の
入
賞

作
品
は
ど
れ
も
「
絵
に
な
る
光
景
」
ば
か
り
。
コ
ン

テ
ス
ト
は
沿
線
の
風
景
や
祭
事
を
題
材
と
し
た
「
観

光
部
門
」
と
パ
レ
オ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
を
題
材
と
し
た

「
Ｓ
Ｌ
部
門
」
に
分
か
れ
、
２
０
０
９
年
の
第
６
回
コ

ン
テ
ス
ト
に
は
、「
観
光
部
門
」
に
１
３
０
名
、「
Ｓ
Ｌ

部
門
」
に
１
４
２
名
の
応
募
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

Ｓ
Ｌ
に
は
「
乗
り
た
い
」
だ
け
で
な
く
「
見
た
い
」

「
撮
り
た
い
」
と
思
わ
せ
る
魅
力
が
あ
る
の
だ
。

花
に
溢
れ
た
沿
線

桜
や
紅
葉
の
下
を
走
る
Ｓ
Ｌ
、
一
面
の
芝
桜
や
梅

林
…
…
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
を
見
て
い
る

と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
四
季
折
々
の
花
が
写
っ
て
い

る
こ
と
に
気
が
付
く
。

秩
父
鉄
道
の
沿
線
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
花

の
名
所
も
随
所
に
点
在
し
て
い
る
。
有
名
な
秩
父
の

芝
桜
や
長
瀞
の
臘ろ
う
ば
い梅
以
外
に
も
、
さ
き
た
ま
古
墳
公

園
の
桜
、
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
で
は
季
節
に
応
じ

て
一
面
の
ア
イ
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
や
石し
ゃ
く
な
げ

楠
花
な
ど
が
楽

し
め
る
。
ま
た
車
窓
か
ら
も
、
桜
や
紅
葉
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
ば
畑
や
菜
の
花
な
ど
が
眺
め
ら
れ
る
。

広
々
と
し
た
敷
地
に
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
光
景

は
、
都
心
部
で
は
な
か
な
か
望
め
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
こ
う
し
た
環
境
を
生
か
し
て
企
画
さ
れ
た
花
め

秩父鉄道

秩父鉄道
【ちちぶてつどう】

羽生から三峰口まで、埼玉県北部を東西に全 35

駅で結ぶ。総延長 71.7 キロの沿線には長瀞や秩

父など人気の観光地を擁する。東京都心から最も

近い、ＳＬが走る路線としても人気。

三
峰
口

武
州
中
川

秩
父
本
線

秩
父
本
線

八
高
線

八
高
線

寄
居
寄
居 武

川
武
川

熊谷貨物
ターミナル
熊谷貨物
ターミナル

三ヶ尻線三ヶ尻線

東
武
東
上
線

東
武
東
上
線

高
崎
線

高
崎
線

東
武
伊
勢
崎
線

熊
谷
熊
谷

羽
生

秩父
西武秩父線

長瀞長瀞

御花畑
西
武
秩
父

桜の下を走るＳＬ

四
季
折
々
の
花
が
咲
き
、
Ｓ
Ｌ
が
走
る
。

沿
線
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を

活
か
し
た
秩
父
鉄
道
の
取
り
組
み
は
、

多
く
の
観
光
客
や
鉄
道
フ
ァ
ン
を

魅
了
し
て
い
る
。

連
　
載

文・写真　松澤美穂
写真提供／
秩父鉄道株式会社
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ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
フ
リ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
は
毎

年
高
評
だ
と
い
う
。

花
盛
り
の
宝
登
山

Ｓ
Ｌ
に
は
乗
れ
な
い
が
、
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
を
迎

え
た
と
い
う
宝ほ

登ど
さ
ん山

の
臘
梅
を
見
に
長
瀞
へ
向
か
う
。

熊
谷
か
ら
長
瀞
ま
で
は
、
臘
梅
開
花
時
期
に
合
わ

せ
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
掲
出
し
た
「
急
行
ロ
ウ
バ
イ

号
」
で
40
分
。
長
瀞
駅
を
出
る
と
、
目
の
前
に
宝
登

山
神
社
の
参
道
が
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
て
い
る
。
参
道

を
上
り
、
ま
ず
は
宝
登
山
神
社
へ
お
参
り
。
大
改
修

工
事
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
拝
殿
は
創
建
当
時
の
姿

に
復
興
さ
れ
、
龍
や
四
神
な
ど
の
彫
刻
の
彩
色
も
鮮

や
か
。
火
防
・
盗
難
除
け
に
ご
利
益
が
あ
る
と
か
。

さ
て
、
お
目
当
て
の
臘
梅
園
は
宝
登
山
の
山
頂
に

あ
る
。
神
社
近
く
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
か
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
（
所
要
時
間
約
80
分
）
で
向
か
う
の
だ
が
、

今
回
は
楽
を
し
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
。

標
高
４
９
７
メ
ー
ト
ル
と
は
い
え
、
山
の
空
気
は

冷
た
く
澄
ん
で
い
て
、
麓
よ
り
ぐ
っ
と
寒
い
。
数
日

前
に
降
っ
た
雪
も
ま
だ
残
っ
て
い
た
が
、
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
を
登
っ
て
き
た
ら
し
い
装
備
の
グ
ル
ー
プ

や
ツ
ア
ー
客
な
ど
、
平
日
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
人

出
が
あ
っ
た
。

山
頂
の
な
だ
ら
か
な
斜
面
に
植
え
ら
れ
た
約

２
０
０
０
本
の
臘
梅
は
１
月
下
旬
か
ら
２
月
中
旬
が

見
ご
ろ
。
遠
目
に
見
る
と
淡
い
黄
色
の
霞
の
よ
う
。

木
々
の
下
に
入
れ
ば
、
花
の
盛
り
を
迎
え
た
臘
梅
の

甘
い
香
り
が
漂
っ
て
く
る
。
臘
梅
か
ら
目
を
離
し
、

視
線
を
上
げ
て
遠
く
を
見
れ
ば
、
秩
父
の
町
の
向
こ

う
に
武
甲
山
や
両
神
山
も
見
渡
せ
る
。
東
京
近
郊
と

は
思
え
な
い
見
事
な
眺
望
だ
。

臘
梅
園
の
隣
に
は
梅
百
花
園
が
隣
接
し
て
い
る
が
、

仕
切
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
視
界
を
遮
る
も
の

は
な
い
。
約
１
７
０
品
種
４
７
０
本
の
梅
が
楽
し
め

る
梅
百
花
園
の
見
ご
ろ
は
２
月
中
旬
か
ら
と
の
こ
と

だ
が
、
ち
ら
ほ
ら
と
咲
き
始
め
て
い
る
梅
も
あ
り
、

淡
い
黄
色
の
臘
梅
と
紅
白
の
梅
の
両
方
を
楽
し
め
た
。

懐
か
し
の
電
車
も
走
る

長
瀞
駅
に
戻
り
、帰
り
の
電
車
を
待
っ
て
い
る
と
、

ど
こ
か
見
覚
え
の
あ
る
鮮
や
か
な
黄
色
の
電
車
が
走

り
込
ん
で
き
た
。

秩
父
鉄
道
で
は
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
購
入
し
、
自
社
カ

ラ
ー
に
塗
り
な
お
し
て
使
用
し
て
い
た
電
車
の
色

を
、
２
０
０
７
年
の
鉄
道
博
物
館
の
開
館
を
記
念
し

て
復
元
。
現
在
、
黄
色
・
青
・
関
西
色
（
黄
緑
）
の

３
色
の
電
車
が
旧
国
鉄
色
の
リ
バ
イ
バ
ル
カ
ラ
ー
号

と
し
て
運
行
し
て
い
る
。
黄
色
は
か
つ
て
中
央
線
や

総
武
線
で
利
用
し
て
い
た
電
車
の
色
だ
っ
た
。
リ
バ

イ
バ
ル
カ
ラ
ー
号
は
運
用
ダ
イ
ヤ
に
組
み
込
ま
れ
て

運
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ど
の
色
が
い
つ
走
る
の
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
懐
か
し
い
電
車
を
喜
ぶ
乗
客
も

多
い
よ
う
だ
。

長
瀞
か
ら
熊
谷
ま
で
、帰
り
は
普
通
列
車
で
戻
る
。

遠
く
に
山
並
み
が
連
な
る
景
色
は
広
々
と
し
て
気

持
ち
が
良
い
が
、
咲
く
花
々
を
車
窓
か
ら
楽
し
め
る

季
節
は
も
う
少
し
先
。
桜
と
思
し
き
木
々
も
ま
だ
枝

ば
か
り
で
、
つ
い
さ
っ
き
見
た
満
開
の
臘
梅
が
、
冬

に
楽
し
め
る
貴
重
な
花
だ
っ
た
こ
と
を
痛
感
す
る
。

Ｓ
Ｌ
が
走
る
季
節
に
な
っ
た
ら
も
う
一
度
、
今
度

は
生
で
「
絵
に
な
る
光
景
」
見
に
こ
よ
う
。

宝登山神社は今年ご鎮座から 1900年の節目の年を迎えた 急行ロウバイ号。開花に合わせてヘッドマークを掲出する

臘梅は下向きに花をつけるリバイバルカラー黄 足元には福寿草も

宝登山
神社
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第
二
十
八
回

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

イラスト・岡林玲生

駅
の
匂
い
、
土
地
の
香
り

　

歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
視
覚
や
聴
覚
は
衰
え
て

い
く
の
に
、
嗅
覚
だ
け
は
鋭
く
な
っ
て
い
く
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
子
供
の
頃
か
ら
ひ
ど
い

花
粉
症
だ
っ
た
私
も
、
最
近
に
な
っ
て
そ
の
こ

と
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
老
眼

と
い
う
も
の
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
明

ら
か
に
衰
え
つ
つ
あ
る
視
覚
の
代
わ
り
に
、
身

体
が
お
の
ず
と
外
部
情
報
を
視
覚
か
ら
嗅
覚
に

シ
フ
ト
し
よ
う
と
試
行
錯
誤
し
て
い
る
の
を
感

じ
る
。
電
車
に
乗
っ
て
い
て
駅
に
降
り
立
っ
た

時
な
ど
、
こ
れ
ま
で
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
の

に
、
真
っ
先
に
匂
い
を
気
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
実
際
、
駅
や
街
に
は
独
特
の
匂
い
が
あ
る

も
の
な
の
で
あ
る
。

　

最
初
に
意
識
し
た
の
は
京
都
だ
っ
た
。
年
に

数
回
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
い
つ
も
同
じ
匂

い
が
す
る
な
あ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

そ
れ
は
、
お
粥
の
匂
い
に
似
て
い
る
。
何
か
穀

物
を
と
ろ
と
ろ
長
時
間
炊
い
た
よ
う
な
、
ほ
の

か
に
甘
く
温
か
い
匂
い
が
京
都
の
町
全
体
に
た

ち
こ
め
て
い
る
。

　

こ
れ
が
大
阪
と
な
る
と
、
同
じ
煮
炊
き
の
匂

い
で
も
、
お
で
ん
と
か
煮
込
み
の
湯
気
と
い
う

感
じ
が
す
る
。
湯
気
の
下
に
は
、
し
っ
か
り
味

の
つ
い
た
具
や
、
お
好
み
焼
き
な
ど
の
ソ
ー
ス

文
化
の
気
配
が
漂
っ
て
い
る
の
だ
。
名
古
屋
方

面
は
ま
た
独
特
で
、名
鉄
や
地
下
の
商
店
街
は
、

ど
こ
と
な
く
甘
酸
っ
ぱ
い
よ
う
な
、
女
性
的
な

匂
い
を
感
じ
る
。

　

面
白
い
の
は
、
巨
大
な
京
都
駅
の
中
で
も
近

鉄
奈
良
線
の
ホ
ー
ム
に
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間

か
ら
、
そ
こ
に
は
奈
良
の
香
り
が
漂
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
こ
と
だ
。
駅
舎
を
出
た
線
路

の
ほ
う
か
ら
、
い
つ
も
ほ
ん
の
少
し
苦
味
と
渋

味
の
あ
る
柿
の
葉
の
香
り
が
す
う
っ
と
吹
き
込

ん
で
く
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
。
橿
原
神
宮
駅

な
ど
、
神
宮
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
場
所
は

ど
こ
も
駅
か
ら
出
た
と
た
ん
、
神
宮
の
杜
か
ら

緑
の
風
が
吹
い
て
く
る
よ
う
な
気
配
す
ら
感
じ

る
。
伊
勢
志
摩
に
行
っ
た
時
は
、
駅
を
出
た
と

た
ん
「
風
光
明
媚
」
の
四
字
熟
語
が
頭
に
浮
か

び
、
明
る
く
香
ば
し
い
風
を
嗅
い
だ
気
が
し
た

も
の
だ
。

　

近
年
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
仕
事
で
日
光
に

行
っ
た
時
だ
っ
た
。
東
武
鉄
道
を
降
り
た
と
た

ん
、
線
香
の
よ
う
な
匂
い
を
嗅
い
だ
の
だ
。
気

の
せ
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
日
光

東
照
宮
と
い
う
家
康
の
霊
廟
の
気
配
が
土
地
全

体
に
満
ち
満
ち
て
お
り
、
ず
っ
と
そ
の
匂
い
を

感
じ
続
け
て
い
た
。
元
々
そ
う
い
う
土
地
だ
っ

た
か
ら
な
の
か
、
霊
廟
が
建
て
ら
れ
た
か
ら
な

の
か
、
謎
で
あ
る
。

　

長
年
乗
っ
て
い
た
京
王
井
の
頭
線
で
は
、
渋

谷
に
出
る
度
に
い
つ
も
同
じ
感
想
を
持
っ
た
。

　

あ
あ
、
こ
こ
は
谷
な
の
だ
。
周
囲
か
ら
流
れ

て
き
た
風
や
気
、
あ
る
い
は
欲
望
が
、
あ
の
巨

大
な
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
を
中
心
に
溜
ま
っ

て
い
る
の
だ
。
ホ
ー
ム
で
電
車
の
ド
ア
が
開
く

度
、
そ
う
思
っ
た
も
の
だ
。
ど
こ
と
な
く
く
ぐ

も
っ
た
、
不
穏
に
湿
っ
た
匂
い
。

　

私
は
鈍
行
列
車
が
好
き
で
あ
る
。
ひ
と
つ
ひ

と
つ
律
儀
に
駅
に
停
ま
り
、
ド
ア
が
開
き
、
そ

の
街
の
匂
い
が
流
れ
込
む
。通
過
待
ち
の
時
に
、

開
い
た
ド
ア
の
向
こ
う
の
季
節
の
気
配
を
感
じ

る
の
は
列
車
な
ら
で
は
の
時
間
で
、
ふ
と
忘
れ

て
い
た
何
か
を
思
い
出
す
の
だ
。
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今
回
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
映
画
が
最

も
輝
い
た
時
代
の
ス
リ
ラ
ー
映
画
の
傑
作
の
ひ
と
つ
「
夜
の
大
捜
査
線
」
を
紹
介
す
る
。

こ
の
映
画
は
、「
華
麗
な
る
賭
け
」
等
を
撮
っ
た
ノ
ー
マ
ン
・
ジ
ュ
イ
ソ
ン
が
監
督
し
、

シ
ド
ニ
ー
・
ポ
ワ
チ
エ
と
ロ
ッ
ド
・
ス
タ
イ
ガ
ー
が
競
演
、
一
九
六
七
年
度
の
作
品
賞
、

主
演
男
優
賞（
ロ
ッ
ド
・
ス
タ
イ
ガ
ー
）等
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
五
部
門
を
獲
得
し
て
い
る
。

物
語
は
、
た
ま
た
ま
休
暇
の
途
中
、
乗
り
換
え
の
た
め
降
り
た
南
部
の
田
舎
の
駅

で
、
東
部
の
警
察
の
殺
人
課
の
敏
腕
刑
事
（
シ
ド
ニ
ー
・
ポ
ワ
チ
エ
）
が
、
人
種
差
別

が
旧
態
依
然
と
し
て
存
在
す
る
田
舎
町
の
保
安
官
（
ロ
ッ
ド
・
ス
タ
イ
ガ
ー
）
と
と
も

に
殺
人
事
件
の
捜
査
に
当
た
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
で
頭
の
良
い
ア
フ
リ

カ
系
ア
メ
リ
カ
人
と
野
暮
っ
た
く
血
の
巡
り
が
悪
い
粗
野
な
白
人
と
が
角
突
き
合
わ
せ

な
が
ら
も
、
最
後
に
は
理
解
し
合
い
、
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
自

体
は
、
こ
の
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
今
で
は
全
く
珍
し
く
な
い
。
し
か
し
、

「
夜
の
大
捜
査
線
」
を
一
味
も
二
味
も
違
っ
た
も
の
に
し
て
い
る
の
は
、
第
一
に
は
主

演
二
人
を
始
め
と
し
た
俳
優
た
ち
の
演
技
が
冴
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ッ
ド
・
ス

「夜の大捜査線」

人種差別が根強く残る南部の田舎町で、
殺人捜査に参加することになった黒人刑事の葛藤。

1946 年東京生まれ、69 年東大経済卒、
同年運輸省入省、人事課長、運輸審議
官等を経て、2002 年 8 月国土交通審議
官を退官。現在は財団法人運輸政策研
究機構・会長を務める。フィルム･コミッ
ション（FC）への取り組みなど、映画へ深
い情熱を注ぐ。

文・羽生次郎
text by  Jiro HANYU

28鉄道と映画

IN THE HEAT OF THE NIGHT

タ
イ
ガ
ー
は
、「
質
屋
」
等
で
そ
の
演
技
達
者
振
り
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
の
映
画
で
演
じ
る
頭
は
良
く
な
い
が
タ
フ
で
し
か
も
い
い
加
減
疲

れ
て
い
る
保
安
官
役
の
出
来
は
出
色
で
あ
り
、
同
じ
く
演
技
達
者
と
い
う

こ
と
で
は
有
名
な
シ
ド
ニ
ー
・
ポ
ワ
チ
エ
も
一
歩
譲
る
。
さ
ら
に
保
安
官

補
佐
の
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
オ
ー
ツ
等
の
脇
役
も
南
部
の
う
ら
ぶ
れ
た
白
人
た

ち
を
好
演
し
て
い
る
。
第
二
は
、
発
展
に
取
り
残
さ
れ
、
人
種
差
別
、
貧

富
の
格
差
そ
し
て
暴
力
と
い
う
旧
弊
の
残
る
南
部
の
田
舎
社
会
が
よ
く
撮

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
地
主
に
会
い
に
行
く
途
中
、
綿
摘

み
労
働
者
の
中
を
走
る
シ
ー
ン
は
、
そ
の
後
の
大
地
主
宅
に
お
け
る
や
り

取
り
の
シ
ー
ン
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
妙
が
良
く
出
て
い
る
と
思
う
。
第

三
は
、
南
部
の
夏
の
蒸
し
暑
さ
が
全
編
を
通
じ
ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
滲
み
出

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

鉄
道
は
、
か
な
り
年
代
物
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
が
、
レ
イ
・
チ
ャ
ー
ル
ズ

の
歌
う〝
イ
ン
・
ザ
・
ヒ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
ナ
イ
ト
〞と
共
に
シ
ド
ニ
ー
・

ポ
ワ
チ
エ
扮
す
る
刑
事
を
南
部
の
田
舎
駅
に
下
ろ
す
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ー
ン

か
ら
、
刑
事
を
乗
せ
て
去
っ
て
い
く
ラ
ス
ト
ま
で
重
要
な
場
面
で
登
場
す

る
。
そ
の
中
で
こ
の
田
舎
駅
は
、
刑
事
が
誤
認
逮
捕
さ
れ
る
シ
ー
ン
、
事

件
解
決
に
協
力
す
る
気
を
無
く
し
、
町
を
離
れ
よ
う
と
す
る
シ
ー
ン
、
事

件
解
決
後
保
安
官
と
の
別
れ
の
シ
ー
ン
と
い
う
映
画
の
節
目
節
目
に
上
手

に
使
わ
れ
る
。
特
に
ラ
ス
ト
は
、
交
わ
す
言
葉
は
少
な
い
も
の
の
、
双
方

が
理
解
し
合
っ
た
こ
と
が
伝
わ
る
見
事
な
出
来
栄
え
で
あ
る
。
も
う
ひ
と

つ
特
筆
に
価
す
る
の
は
、
他
の
鉄
道
映
画
で
は
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
で
あ

る
が
、
ア
カ
デ
ミ
ー
音
響
賞
を
受
賞
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
汽
笛
が

実
に
印
象
的
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
映
画
の
中
で
、
し
ば
し
ば

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
汽
笛
の
音
が
微
か
に
伝
わ
り
、
そ
の
度
に
こ
の
寂
れ
た

町
に
も
鉄
道
が
通
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
こ
の
映
画
に
も
欠
点
が
全
く
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
観
て
い

る
と
き
は
そ
れ
ほ
ど
気
に
な
ら
な
い
が
、
後
で
思
い
起
こ
す
と
捜
査
の
展

開
に
飛
躍
が
あ
る
し
、
さ
ら
に
こ
れ
は
、
映
画
自
体
の
欠
点
で
は
な
い
が
、

「
夜
の
大
捜
査
線
」
と
い
う
邦
題
に
は
首
を
傾
げ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
で

あ
る
。
全
く
内
容
と
か
け
離
れ
て
お
り
、
原
題
の
「
イ
ン
・
ザ
・
ヒ
ー
ト
・

オ
ブ
・
ザ
・
ナ
イ
ト
」
の
方
が
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
良
い
と
思
う
。

ⓒ 2006 Metro-Goldwyn-Mayer Studios Inc. All Rights Reserved. Distributed by Twentieth Century Fox Home Entertainment LLC.

「夜の大捜査線
スタジオ・クラシック・シリーズ」
DVD 発売中
価格：￥2,848（税込￥2,990）
20 世紀 フォックス ホーム エンターテイメント　ジャパン



『長野電鉄沿線御案内
［長野電鉄沿線・温泉名勝鳥瞰図］』
（昭和 10（1935）年 2 月 5 日）
長野電鉄株式会社発行
観光社出版部印刷

長野電鉄沿線・温泉名勝鳥瞰図］』
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長
野
電
鉄
（
長な

が
で
ん電
）
は
、
大
正
九
年
設

立
、
十
一
年
に
屋
代

－

須
坂
間
を
開
業
し

た
河か

と
う東
鉄
道
を
そ
の
始
ま
り
と
す
る
。
翌

十
二
年
に
長
野
電
気
鉄
道
が
設
立
し
、
権

堂

－

須
坂
間
を
十
五
年
に
開
業
。
同
年
九

月
三
十
日
に
両
鉄
道
が
合
併
し
、
長
野
電

鉄
株
式
会
社
に
社
名
変
更
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
直
前
の
七
月
一
日
に
は
、

社
内
の
長
野
電
鉄
沿
線
案
内
刊
行
会
発

行
、
沢
田
文
精
社
図
案
（
新に

い
み
な
ん
か

美
南
果
作
画

か
）
印
刷
の
「
長
野
電
車
名
勝
案
内
」
を

刊
行
。
合
併
前
の
両
社
鉄
道
沿
線
案
内
版

と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、絵
師
・
吉
田
初
三
郎
に
作
画
を

依
頼
し
た
の
は
、
昭
和
三
年
国
鉄
長
野
駅

乗
り
入
れ
実
現
の
翌
年
の
こ
と
で『
吉
田

初
三
郎
先
生
　
昭
和
四
年
度
月
誌
』（「
観

光
春
秋
」
七
号
）
十
月
の
項
に
よ
れ
ば
、「
山

の
国
、い
で
ゆ
の
国
、
そ
し
て
雪
の
国
信
濃

の
踏
査
、
仏
都
長
野
を
は
じ
め
其
の
東
方

一
帯
十
余
ケ
所
の
温
泉
め
ぐ
り
山
め
ぐ
り

…
…
長
野
電
鉄
の
懇
嘱
に
よ
る
も
の
」
で

明
ら
か
だ
。

長
野
電
鉄
沿
線
御
案
内

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京（都立大学）非常勤講師。日本国際地図学会常任委員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

連載─第�回

長
野
電
鉄
沿
線
御
案
内

長
野
電
鉄
沿
線
御
案
内

長
野
電
鉄
沿
線
・
温
泉
名
勝
鳥
瞰
図

長
野
電
鉄 

温
泉
名
勝 

鳥
瞰
図



『善光寺から仙寿閣へ
［善光寺から上林温泉仙寿閣御案内］』
（昭和 4（1929）年 12 月）
長野電鉄株式会社発行　観光社印刷

『善光寺から仙寿閣へ
［善光寺から上林温泉仙寿閣御案内
（昭和 4（1929）年 12 月）
長野電鉄株式会社発行　観光社印刷

31 MINTETSU SPRING 2010

　
そ
の
成
果
は
、
昭
和
四
年
版
（
五
・
七

年
再
版
）「
善
光
寺
か
ら
仙
寿
閣
へ
」、
昭

和
五
年
版
（
六
・
十
年
再
版
）「
長
野
電
鉄

沿
線
温
泉
名
所
案
内
」
な
ど
が
世
に
出
る
。

さ
ら
に
昭
和
八
年
頃
に
は
「
長
野
電
鉄
沿

線
案
内
鳥
瞰
図
原
画
」（
絹
本
彩
色
）
二
点

を
作
画
し
、
一
点
が
電
鉄
本
社
物
で
春
の

イ
メ
ー
ジ
、
も
う
一
点
が
上か

ん
ば
や
し林
ホ
テ
ル
仙

寿
閣
物
で
秋
の
イ
メ
ー
ジ※

で
表
現
し
た
見

事
な
作
品
だ
。
仙
寿
閣
物
は
同
所
に
常
設

展
示
さ
れ
て
お
り
、
必
見
の
価
値
が
あ
る
。

　
さ
て
、
今
回
紹
介
の
本
図
は
、
昭
和
十

年
版
「
長
野
電
鉄
沿
線
御
案
内
」（
長
野

電
鉄
沿
線
・
温
泉
名
勝
鳥
瞰
図
）
で
あ
る
。

善
光
寺
の
あ
る
長
野
と
中
野
、
小
布
施
、

須
坂
、
松
代
な
ど
の
中
核
沿
線
都
市
を
結

ぶ
路
線
と
電
車
、
湯
田
中
、
渋
、
山
田
、

上
林
、
地
獄
谷
、
発
哺
な
ど
の
温
泉
郷
の

湯
煙
が
誘
う
。

　
長
電
系
列
の
上
林
ホ
テ
ル
仙
寿
閣
は
、

画
面
中
央
の
丘
陵
上
に
堂
々
と
し
た
風
格

で
迫
る
。
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
の

志
賀
高
原
や
岩
菅
山
、
噴
気
の
草
津
白
根

山
、
噴
煙
を
上
げ
る
浅
間
山
も
あ
る
。

　
小
さ
い
が
東
京
の
そ
ば
に
富
士
山
も

し
っ
か
り
描
画
。ま
た
、
春
の
桜
と
秋
の
紅

葉
が
同
時
に
見
ら
れ
る
筆
致
は
楽
し
い
。

　
な
お
、
初
三
郎
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
だ
っ

た
金
子
常
光(

つ
ね
み
つ)

は
、
昭
和

十
二
年
に
「
山
は
招
く
　
長
野
電
鉄
沿
線
」

（
長
野
電
鉄
刊
）の
好
作
品
を
残
し
て
い
る
。

※吉田初三郎作品に詳しい並木暢二郎氏解説による。

長
野
電
鉄
株
式
会
社

N
agano E

lectric R
ailw

ay C
o.,ltd.

設
立
：
大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
５
月
30
日

本
社
：
長
野
県
長
野
市
権
堂
町
２
２
０
１

国宝善光寺のお膝元長野駅と湯田中・
渋温泉郷の玄関口である湯田中駅を結
ぶ長野線（33.2㎞）、真田十万石の城
下町・松代を経由する屋代線 (24.4㎞ )
の 2 つの路線を有し、観光路線でもあ
る長野線には平成 18 年より展望席を
備えた特急車両 1000 系「ゆけむり」
を走らせている。長野電鉄を中核とす
る「ながでんグループ」は、輸送・生
活関連・不動産・観光などの各分野全
15 社からなる企業グループで、「快適
生活サポート事業グループ」を標榜。
長野県・北信地方を中心に、生活に役
立つサービスの提供に取り組んでいる。

快適生活をサポートする
ながでんグループ

屋代
雨宮

象山口

松代

信濃川田

綿内

井上

須坂
権堂

北須坂

小布施

桜沢

信州中野

夜間瀬

湯田中

長野

信
濃
吉
田本

郷

屋代線

しなの鉄道線

長野線

長野電鉄株式会社 路線図
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